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形名 シリーズ名 補助電源仕様 仕様記号 
Ａ 

Ｃ 

Ｄ 

Ｊ 

Ｋ 

Ｔ 

Ｖ 

Ｐ 

ＲＢ 

 

交流電流 

測温抵抗体 

アイソレータ 

熱電対 

ポテンショメータ 

回転数パルス 

交流電圧 

ディストリビュータ 

パルスアイソレータ 

Ｒ 

Ｌ 

Ｊ 

Ｅ 

Ｓ 

Ｄ 

リバース出力 

リミッタ付 

高速（２５ｍＳ）応答 

実効値演算式 

スローパルス仕様 

回転数センサ用電源付 

１ 

２ 

３ 

５ 

ＤＣ ２４Ｖ 

ＡＣ １００／１１０Ｖ 

ＡＣ ２００／２２０Ｖ 

ＤＣ １００／１１０Ｖ 

 

形名構成 
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ＸＰ シリーズ信号変換器は，各種電気信号を統一された直流信号に変換する計測用絶縁２出力の信号変換器です。 

ＸＰ シリーズ信号変換器は，全面的に難燃性樹脂を使用した，安心して御利用いただける信号変換器です。 

ＸＰ シリーズ信号変換器は，取り扱いが容易で，仕様変更などにも対応しやすいプイラグイン式の端子構造を採用しました。自己発熱が少なく密着取付（５２ｍｍ間隔）が可能です。 

交流電流トランスデューサ 
ＡＸＰ－□Ｅ 

ＡＸＰ－□ＥＬ 

実効値演算方式　リミッタ機能なし 

実効値演算方式　リミッタ機能付 

名　　　称 形　　名 
入力信号 
又はセンサ 

備　　考 頁 

ＡＣ電流 
（正弦波，歪波） 

ＡＣ電圧 
（正弦波，歪波） 

測温抵抗体温度変換器 
ＣＸＰ－□ 

ＣＸＰ－□Ｊ 

リニアライザ内蔵 

リニアライザ内蔵 応答時間　２５ｍｓｅｃ． 
測温抵抗体 

4

5

アイソレータ 
ＤＸＰ－□ 

ＤＸＰ－□Ｌ 

リミッタ機能なし 

リミッタ機能付 

リミッタ機能付 

リミッタ機能付 応答時間　２５ｍｓｅｃ． 

ＤＣ電圧・電流 6

リバースアイソレータ 
ＤＸＰ－□Ｒ 

ＤＸＰ－□ＲＬ 

ＤＸＰ－□ＪＬ 

バーンアウト機能付　リニアライザ内蔵 ＪＸＰ－□ 

ＫＸＰ－□ 

ＫＸＰ－□Ｌ 

ＫＸＰ－□Ｊ 

ＫＸＰ－□ＪＬ 

リミッタ機能なし 

リミッタ機能付 

リミッタ機能なし 

リミッタ機能付 応答時間　２５ｍｓｅｃ． 

リミッタ機能なし 応答時間　２５ｍｓｅｃ． 

ＤＣ電圧・電流 7

高速アイソレータ 
ＤＸＰ－□Ｊ リミッタ機能なし 応答時間　２５ｍｓｅｃ． 

ＤＣ電圧・電流 8

熱電対温度変換器 

ポテンショメータ変換器 

熱電対 

ポテンショメータ 

9

１０ 

１１ 

ＴＸＰ－□ 

ＴＸＰ－□Ｌ 

ＴＸＰ－□Ｄ 

ＴＸＰ－□ＤＬ 

リミッタ機能付 

リミッタ機能付　センサ用電源付 

センサ用電源付 
回転数変換器 

タコゼネ等の 
　　　　周波数 

電磁ピックアップ 

回転数センサ 

 

二線式伝送器 

パルス 

１２ 
 
１３ 

１４ 

１５ 

ＴＸＰ－□Ｓ 

ＴＸＰ－□ＳＬ 

ＴＸＰ－□ＳＤ 

ＴＸＰ－□ＳＤＬ 

リミッタ機能付 

リミッタ機能付　センサ用電源付 

実効値演算方式　リミッタ機能付 

センサ用電源付 

ＶＸＰ－□Ｅ 

ＶＸＰ－□ＥＬ 

実効値演算方式　リミッタ機能なし 

スローパルス変換器 
 

ＰＸＰ－□ 

ＰＸＰ－□Ｌ 

ＰＸＰ－□Ｊ 

ＰＸＰ－□ＪＬ 

リミッタ機能付 

リミッタ機能なし 

リミッタ機能付 応答時間　２５ｍｓｅｃ． 

リミッタ機能なし 応答時間　２５ｍｓｅｃ． 
ディストリビュータ 

ＲＢＸＰ－□ 

ＲＢＸＰ－□Ｒ 

ＲＢＸＰ－□Ｄ 

ＲＢＸＰ－□ＲＤ 

非反転出力 

非反転出力　センサ用電源付 

反転出力　　センサ用電源付 

反転出力 
パルスアイソレータ 

交流電圧トランスデューサ 

 

・各製品の仕様，性能，接続方法，発注方法はそれぞれの機種ごとの頁にまとめてあります。 
・使用環境については「取扱い上の注意」の項（１７・１８頁）をご覧ください。 
・外形寸法，取り付け寸法，材質などは１６頁に記載してあります。 

□には補助電源の種類を示す記号がはいります。 

概　要 

機種一覧 
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ＡＸＰ 交流電流トランスデューサ （実効値演算方式） 
ＡＸＰ－□Ｅ 
ＡＸＰ－□ＥＬ：リミッタ機能付 
特　長 

性　能 

注文時指定事項 

結線図 

製作仕様 

・交流信号の実効値（ＲＭＳ値）に比例した直流信号が得られます。 
・入力─出力間は，トランスにて絶縁しています。（ＡＣ２０００Ｖ　１分間） 
・第１出力─第２出力間の耐電圧はＡＣ５００Ｖ（５０／６０Ｈｚ）１分間です。 
・日本工業規格 ＪＩＳ Ｃ １１１１ ＡＣ－ＤＣ トランスデューサ０.５級に準拠しています。 

入　　力 出　　力 補　　助　　電　　源 

０～５Ａ　５０／６０Ｈｚ　（消費電力　約０.５ＶＡ） 
０～１Ａ　５０／６０Ｈｚ　（消費電力　約０.５ＶＡ） 

８種類の出力を標準で 
用意しております 

入力の最大が０.１～５A 
　　　　　　　の範囲で製作可能です 
周波数は４５Hz～１０kHz 
　　　　　　　の範囲で製作可能です 

電圧出力は最大１０Ｖ 
　（６００Ω～∞） 
電流出力は最大２０ｍＡ 
　（０～５５０Ω） 
　まで製作可能です 

ＤＣ  ２４Ｖ 

ＡＣ １００／１１０Ｖ 

ＡＣ ２００／２２０Ｖ 

ＤＣ １００／１１０Ｖ 

 約 ３.０ W （ＤＣ ２４V １１０ｍＡ） 

５０／６０Hz 約 ６.０ VA （ＡＣ １１０V ５１ｍＡ） 

５０／６０Hz 約 ７.５ VA （AC ２２０V ３２ｍＡ） 

 約 ３.０ W （DC 110V ２５ｍＡ） 

＋３０％ 
－２０％ 

＋１５％ 
－１５％ 

＋１５％ 
－１５％ 

＋３０％ 
－２０％ 

を用意しております 

消費電流：２出力共２０ｍＡ（負荷５５０Ω）での値 

入力範囲 周波数 

５０／６０Ｈｚ 

５０／６０Ｈｚ 

その他の入力 

１ 

２ 

９ 

補 助 電 源 種 類  

ＤＣ ２４Ｖ 

ＡＣ １００Ｖ／１１０Ｖ ５０／６０Ｈｚ 

ＡＣ ２００Ｖ／２２０Ｖ ５０／６０Ｈｚ 

ＤＣ １００Ｖ／１１０Ｖ 

ＤＣ ０ ～ １００ ｍＶ 

 ０ ～ １ Ｖ 

 ０ ～ ５ Ｖ 

 ０ ～ １０ Ｖ 

 １ ～ ５ Ｖ 

 ０ ～ １ ｍＡ 

 ０ ～ １０ ｍＡ 

 ４ ～ ２０ ｍＡ 

 ６００ Ω ～ ∞ 

 ６００ Ω ～ ∞ 

 ６００ Ω ～ ∞ 

 ６００ Ω ～ ∞ 

 ６００ Ω ～ ∞ 

 ０  ～ １０ ｋΩ 

 ０  ～ １ ｋΩ 

 ０  ～ ５５０ Ω 

１ 

２ 

３ 

５ 

ＡＣ ０ ～ ５Ａ 

ＡＣ ０ ～ １Ａ 

■ご注文の例 
　①ＡＸＰ－２ＥＬ－２－６８－１ 
　②ＡＸＰ－３ＥＬ－１－８９－９ 
　　　　第２出力ＤＣ０～２Ｖ　上限リミッタ１０５％ 
　※特殊仕様については当社係員までご相談ください。 

出 力 範 囲  負 荷 抵 抗  

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ その他の出力 

ＡＸＰ－□Ｅ 
ＡＸＰ－□ＥＬ 

１. 形名と補助電源 ２. 入力 ３. 第１出力　　　第２出力 ４. リミッタ設定値　上限設定 

－□ －□　　　　　□ －□ 

の順でご指定ください。 
　　□には下記の数字が入ります。 

リミッタ設定値（％） 

１１０ 

１００ 

８０ 

７０ 

その他 

リミッタなし 

上限設定 

１ 

２ 

３ 

４ 

９ 

０ 
 

（１） 許　　容　　差 出力のスパンの±０.５％─周囲温度２３℃ 
（２） 温 度 の 影 響 出力のスパンの±０.５％以下 
  ─周囲温度の±１０℃変化での値 
（３） 補助電源電圧の影響 出力のスパンの±０.１％以下 
  ─補助電源電圧範囲内 
（４） 周 波 数 の 影 響 出力のスパンの±０．２５％以下 
  ─定格周波数の±５％変化での値 
（５） 出力負荷の影響 出力のスパンの±０.１％以下─負荷抵抗範囲内で 
（６） 出力のリップル 出力のスパンの０.５％Ｐ－Ｐ以下 
（７） 応　答　時　間 １秒以下─最終定常値の±１％に収まるまでの時間 
（８） 波 形 の 影 響 出力のスパンの±０.５％以下 
  ─基本波の１５％の第３調波を含む波形で 
（９） 耐　　電　　圧 ＡＣ２０００Ｖ，１分間 
  ─入力，出力，補助電源，外箱の各相互間 
  ＡＣ５００Ｖ，１分間 
  ─第１出力，第２出力間 
（１０） 絶　縁　抵　抗 １００ＭΩ以上（ＤＣ５００Ｖ） 
  ─入力，出力，補助電源，外箱の各相互間 
  ─第１出力，第２出力間 
（１１） リミッタの設定精度 上限設定：入力のスパンに対して＋０.５％以下 
（１２） リミッタの設定範囲 上限設定：入力のスパンに対して７０～１１０％（工場設定） 
（１３） 質　　　　　　量 本体　約２５０ｇ，ソケット　約８０ｇ 
（１４） 別　　売　　品 ＡＸＰ用プロテクタ　ＺＸＰ－Ｂ形 
  ソケットから本体を抜いた時，入力回路がオープンに 
  なるのを防ぐためのダイオードユニットです。 

（＋）（－）はＤＣ電源の場合の極性を示します。 

8

9 3
10 11 1 2

7 6 5
4

＋ － 

LOAD 
OUTPUT2

＋ － 

LOAD 
OUTPUT1

SOURCE SOURCE

INPUT
INPUT

（－） （＋） ～ 

～ 

～ 

8

9 3
10 11 1 2

7 6 5
4

＋ － 

LOAD 
OUTPUT2

＋ － 

LOAD 
OUTPUT1

（－） （＋） 

１ 
２ 
３ 
４ 
５ 
６ 
７ 
８ 
９ 
１０ 
１１ 

第１出力　＋ 
第１出力　－ 
 
 
入力 
入力 
電源（＋） 
電源（－） 
接地 
第２出力　＋ 
第２出力　－ 

ＺＸＰ－Ｂ 

ＺＸＰ－Ｂ形プロテクタ使用の場合 

～ 
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ＣＸＰ 測温抵抗体温度変換器 

ＣＸＰ－□ 
ＣＸＰ－□Ｊ：高速応答形 
特　長 

性　能 

注文時指定事項 

結線図 

製作仕様 

・入力仕様：－２００℃～＋５００℃。 
・入力─出力間は，トランスにて絶縁しています。（ＡＣ２０００Ｖ　１分間） 
・リニアライザを標準装備：直線性±０.２％以下。 
・接続ケーブルの線路抵抗の影響を排除：測温抵抗体を定電流駆動し，接続ケーブルによる測定誤差が生じないよ
うにしています。 

・バーンアウト機能内蔵：センサ又は３線の断線を即座に検出し，出力します。 

入　　力 出　　力 補　　助　　電　　源 

白金測温抵抗体：３線式　Ｐｔ １００Ω，Ｐｔ ５０Ω 
測定温度範囲：６種類を標準としました。 
センサ規定電流：ＤＣ ２ｍＡ 

８種類の出力を標準で用意しております 
バーンアウト上方振り切れ 

使用可能な測温抵抗体 
白金（Ｐｔ） １００Ω（０℃） ─入力スパン ５０℃以上 
白金（Ｐｔ） ５０Ω（０℃） ─入力スパン １００℃以上 
ＪＩＳ Ｃ １６０４－１９９７（測温抵抗体）に準拠 
白金（ＪＰｔ） １００Ω（０℃） ─入力スパン ５０℃以上 
白金以外の測温抵抗体をご指定の時は抵抗値分布表を 
ご指示ください。 
ニッケル　白金コバルト　銅などにも対応いたします 

電圧出力は最大１０Ｖ 
　（６００Ω～∞） 
電流出力は最大２０ｍＡ 
　（０～５５０Ω）まで製作可能です 
バーンアウト下方振り切れも指定により 
製作可能です 

ＤＣ  ２４Ｖ 

ＡＣ １００／１１０Ｖ 

ＡＣ ２００／２２０Ｖ 

ＤＣ １００／１１０Ｖ 

 約 ３.０ W （ＤＣ ２４V １２５ｍＡ） 

５０／６０Hz 約 ６.０ VA （ＡＣ １１０V ５５ｍＡ） 

５０／６０Hz 約 ７.５ VA （AC ２２０V ３４ｍＡ） 

 約 ３.０ W （DC 110V ２７ｍＡ） 

＋３０％ 
－２０％ 

＋１５％ 
－１５％ 

＋１５％ 
－１５％ 

＋３０％ 
－２０％ 

を用意しております 

測温抵抗体 

その他の 
測温抵抗体 

１ 

２ 

９ 

補 助 電 源 種 類  

ＤＣ ２４Ｖ 

ＡＣ １００Ｖ／１１０Ｖ ５０／６０Ｈｚ 

ＡＣ ２００Ｖ／２２０Ｖ ５０／６０Ｈｚ 

ＤＣ １００Ｖ／１１０Ｖ 

ＤＣ ０ ～ １００ ｍＶ 

 ０ ～ １ Ｖ 

 ０ ～ ５ Ｖ 

 ０ ～ １０ Ｖ 

 １ ～ ５ Ｖ 

 ０ ～ １ ｍＡ 

 ０ ～ １０ ｍＡ 

 ４ ～ ２０ ｍＡ 

６００ Ω ～ ∞ 

６００ Ω ～ ∞ 

６００ Ω ～ ∞ 

６００ Ω ～ ∞ 

６００ Ω ～ ∞ 

 ０  ～ １０ ｋΩ 

 ０  ～ １ ｋΩ 

 ０  ～ ５５０ Ω 

１ 

２ 

３ 

５ 

白金Ｐｔ （１００Ω） 

白金ＪＰｔ （１００Ω） 

測定温度範囲 

その他の温度範囲 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

９ 

 ０ ～ １００ ℃ 

 ０ ～ ２００ ℃ 

 ０ ～ ３００ ℃ 

 ０ ～ ４００ ℃ 

 －５０ ～ ５０ ℃ 

 －１００ ～ ２００ ℃ 

バーンアウト 

１ 

２ 

上方振り切れ 

下方振り切れ 

■ご注文の例 
　①ＣＸＰ－２－１２－８５－１ 
　②ＣＸＰ－３－９９－８９－１ 
　銅測温抵抗体１０Ωａｔ０℃　０～１２０℃　第２出力ＤＣ０～１２ｍＡ 
※特殊仕様については当社係員までご相談ください。 

出 力 範 囲  負 荷 抵 抗  

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ その他の出力 

ＣＸＰ－□ 
ＣＸＰ－□Ｊ 

１. 形名と補助電源 ２. 入力　測温抵抗体の種類　測定温度範囲 ４. 第１出力　　　第２出力 ５. バーンアウト 

－□ □ －□　　　　　　□ －□ 

の順でご指定ください。 
□には下記の数字が 
　　　　　　入ります。 

（１） 使用可能な測温抵抗体 白金（Pt） １００Ω（０℃） ─入力スパン ５０℃以上 
  白金（Pt） ５０Ω（０℃） ─入力スパン １００℃以上 
  〔ＪＩＳ Ｃ １６０４－１９９７測温抵抗体に準拠〕 

  白金（ＪPt） １００Ω（０℃） ─入力スパン ５０℃以上 
  入力方式　３線式（許容導線抵抗１線当たり２００Ω） 

（２） センサ規定電流 ＤＣ ２ｍＡ（Ｎｉ：１ｍＡ，Ｃｕ：１０ｍＡ） 
（３） 許　　容　　差 出力のスパンの±０.３％以下─周囲温度２３℃ 
（４） 温 度 の 影 響 出力のスパンの±０.３％以下 
  ─周囲温度の±１０℃変化での値 
（５） 補助電源電圧の影響 出力のスパンの±０.１％以下─補助電源電圧範囲内 
（６） 出力負荷の影響 出力のスパンの±０.１％以下─負荷抵抗範囲内で 
（７） 出力のリップル 出力のスパンの０.５％Ｐ－Ｐ以下 
（８） 応　答　時　間 ＣＸＰ－□：０.５秒以下 
  ─最終定常値の±１％に収まるまでの時間 
  ＣＸＰ－□Ｊ：２５ｍｓｅｃ.以下 
  ─最終定常値の９０％に達するまでの時間 
（９） 耐　　電　　圧 ＡＣ２０００Ｖ，１分間─入力，出力，補助電源，外箱の各相互間 
  ＡＣ５００Ｖ，１分間─第１出力，第２出力間 
（１０） 絶　縁　抵　抗 １００ＭΩ以上（ＤＣ５００Ｖ）─入力，出力，補助電源，外箱の各相互間 
（１１） バーンアウト設定値 上方振り切れ（標準仕様） ： １１０ ～ １１５％ ─出力のスパンに対して 
  下方振り切れ（要指定） ： －１０ ～ －１５％ ─出力のスパンに対して 
（１２） リ ニ ア ラ イ ザ 直線性　±０.２％以下 

（＋）（－）はＤＣ電源の場合の極性を示します。 

測温抵抗体を温度センサとした温度─ＤＣ変換器です。 

消費電流：Ｐｔ測温抵抗体，２出力共２０ｍＡ（負荷５５０Ω）での値 
　　　注：銅測温抵抗体の場合，消費電力は約１５％大きくなります 

8

9 3
10 11 1 2

7 6 5
4

＋ － 

LOAD 
OUTPUT2

＋ － 

LOAD 
OUTPUT1

SOURCE

（－） （＋） ｂ Ｂ 

Ａ 

Ａ 
Ｂ 
ｂ 

１ 
２ 
３ 
４ 
５ 
６ 
７ 
８ 
９ 
１０ 
１１ 

第１出力　＋ 
第１出力　－ 
 
測温抵抗体Ａ 
測温抵抗体Ｂ 
測温抵抗体ｂ 
電源（＋） 
電源（－） 
接地 
第２出力　＋ 
第２出力　－ 

３芯シールド線 測温抵抗体 
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ＤＸＰ アイソレータ 
ＤＸＰ－□ 
ＤＸＰ－□Ｌ：リミッタ機能付 
特　長 

性　能 

注文時指定事項 

結線図 

製作仕様 

・カスタムＩＣの使用で小形，軽量，高信頼性です。 
・入力─出力間は，フォトカプラにて絶縁しています。（ＡＣ２０００Ｖ　１分間） 

出　　力 補　　助　　電　　源 

８種類の出力を標準で用意しております 

電圧出力は最大１０Ｖ（６００Ω～∞） 
電流出力は最大２０ｍＡ（０～５５０Ω） 
　　　　　　　　まで製作可能です 

ＤＣ  ２４Ｖ 
ＡＣ １００／１１０Ｖ 
ＡＣ ２００／２２０Ｖ 
ＤＣ １００／１１０Ｖ 

 約 ３.２ W （ＤＣ ２４V １３０ｍＡ） 
５０／６０Hz 約 ６.０ VA （ＡＣ １１０V ５５ｍＡ） 
５０／６０Hz 約 ７.５ VA （AC ２２０V ３４ｍＡ） 
 約 ３.０ W （DC 110V ２７ｍＡ） 

＋３０％ 
－２０％ 
＋１５％ 
－１５％ 
＋１５％ 
－１５％ 
＋３０％ 
－２０％ 

を用意しております 消費電流：２出力共２０ｍＡ（負荷５５０Ω）での値 

補 助 電 源 種 類  
ＤＣ ２４Ｖ 
ＡＣ １００Ｖ／１１０Ｖ ５０／６０Ｈｚ 
ＡＣ ２００Ｖ／２２０Ｖ ５０／６０Ｈｚ 
ＤＣ １００Ｖ／１１０Ｖ 

ＤＣ ０ ～ １００ ｍＶ 
 ０ ～ １ Ｖ 
 ０ ～ ５ Ｖ 
 ０ ～ １０ Ｖ 
 １ ～ ５ Ｖ 
 ０ ～ １ ｍＡ 
 ０ ～ １０ ｍＡ 
 ４ ～ ２０ ｍＡ 

 １００ ｋΩ 
 １ ＭΩ 
 １ ＭΩ 
 １ ＭΩ 
 １ ＭΩ 
 １００ Ω 
 １０ Ω 
 １０ Ω 

１ 
２ 
３ 
５ 

■ご注文の例 
　①ＤＸＰ－１Ｌ－４－８８－１７ 
　②ＤＸＰ－１Ｌ－９－８９－３６ 
　　入力ＤＣ０～７５Ｖ　第２出力ＤＣ０～７.５Ｖ　上限リミッタ１０５％　※特殊仕様については当社係員までご相談ください。 

入 力  入力インピーダンス 
１ 
２ 
３ 
４ 
５ 
６ 
７ 
８ 
９ その他の入力 

ＤＣ ０ ～ １００ ｍＶ 
 ０ ～ １ Ｖ 
 ０ ～ ５ Ｖ 
 ０ ～ １０ Ｖ 
 １ ～ ５ Ｖ 
 ０ ～ １ ｍＡ 
 ０ ～ １０ ｍＡ 
 ４ ～ ２０ ｍＡ 

 ６００ Ω ～ ∞ 
 ６００ Ω ～ ∞ 
 ６００ Ω ～ ∞ 
 ６００ Ω ～ ∞ 
 ６００ Ω ～ ∞ 
 ０  ～ １０ ｋΩ 
 ０  ～ １ ｋΩ 
 ０  ～ ５５０ Ω 

出 力 範 囲  負 荷 抵 抗  
１ 
２ 
３ 
４ 
５ 
６ 
７ 
８ 
９ その他の出力 

ＤＸＰ－□ 
ＤＸＰ－□Ｌ 

１. 形名と補助電源 ２. 入力 ３. 第１出力　　　第２出力 ４. リミッタ設定値　上限設定　下限設定 

－□ －□　　　　　□ －□ □ 

の順でご指定ください。 
　　□には下記の数字が入ります。 

リミッタ設定値（％） 
１１０ 
１００ 
８０ 
７０ 

その他 
リミッタなし 

３０ 
２０ 
０ 

－１０ 

上限設定 

下限設定 

１ 
２ 
３ 
４ 
５ 
６ 
７ 
８ 
９ 
０ 

 

（１） 許　　容　　差 出力のスパンの±０.２５％─周囲温度２３℃（注） 
（２） 温 度 の 影 響 出力のスパンの±０.２５％以下 
  ─周囲温度の±１０℃変化での値（注） 
（３） 補助電源電圧の影響 出力のスパンの±０.１％以下─補助電源電圧範囲内 
（４） 出力負荷の影響 出力のスパンの±０.１％以下─負荷抵抗範囲内で 
（５） 出力のリップル 出力のスパンの０.５％Ｐ－Ｐ以下 
（６） 応　答　時　間 ０.５秒以下 
  ─最終定常値の±１％に収まるまでの時間 
（７） 耐　　電　　圧 ＡＣ２０００Ｖ，１分間 
  ─入力，出力，補助電源，外箱の各相互間 
  ＡＣ５００Ｖ，１分間 
  ─第１出力，第２出力間 
（８） 絶　縁　抵　抗 １００ＭΩ以上（ＤＣ５００Ｖ） 
  ─入力，出力，補助電源，外箱の各相互間 
  ─第１出力，第２出力間 
（９） リミッタの設定精度 上限設定：入力のスパンに対して＋０.５％以下 
  下限設定：入力のスパンに対して－０.５％以下 
（１０） リミッタの設定範囲 上限設定：入力のスパンに対して　７０～１１０％（工場設定） 
  下限設定：入力のスパンに対して－１０～＋３０％（工場設定） 
（１１） 質　　　　　　量 本体　約２５０ｇ，ソケット　約８０ｇ 
（１２） 別　　売　　品 ＤＸＰ用プロテクタ　ＺＸＰ－Ｄ形 
  電流入力仕様の場合，ソケットから本体を抜いた時，入力回路がオープンになるの
を 
  防ぐためのダイオードユニットです。 

（＋）（－）はＤＣ電源の場合の極性を示します。 

入　　　　　　　　力 

入力電流の最大がＤＣ０.１ｍＡ～１００ｍＡ 
入力電圧の最大がＤＣ１０ｍＶ～１００Ｖ 
　　　　　　　　　の範囲で製作可能です 
±入力も製作可能です 

８種類の入力を標準で用意しております 
入　力　電　流 分　流　器 

 １００ ｍＡ 以下 

 １００ ｍＡ を超え ～ ５ Ａ 以下 

 ５ Ａ を超え ～ ５０ Ａ 未満 

 ５０ Ａ 以上 ～ ２５０ Ａ 以下 

 ３００ Ａ 以上 ～ ５０００ Ａ 以下 

 

なし 

Ｍ－ ２ Ａ （４本端子） 

Ｓ－ １０ Ａ 

Ｓ－ ８ Ａ 

Ｓ－ ８ 

入力ＤＣ１０１ｍＡ以上の場合， 分流器が外付となります 

入　力　電　圧 直 列 抵 抗 器  

 １００ V 以下 

 １０１ V ～ ７５０ V 

 ７５１ V ～ １０００ V

なし 

Ｍ－２Ｂ（４本端子） 

Ｍ－ ３ （４本端子） 

 

入力ＤＣ１０１Ｖ以上の場合，直列抵抗器が 
外付となります 

8

9 3
10 11 1 2

7 6 5
4

＋ － 

LOAD 
OUTPUT2

＋ － 

LOAD 
OUTPUT1

SOURCE SOURCE

INPUT INPUT

（－） （＋） － ＋ 

8

9 3
10 11 1 2

7 6 5
4

＋ － 

LOAD 
OUTPUT2

＋ － 

LOAD 
OUTPUT1

（－） （＋） 

－ ＋ 

１ 
２ 
３ 
４ 
５ 
６ 
７ 
８ 
９ 
１０ 
１１ 

第１出力　＋ 
第１出力　－ 
 
 
入力　＋ 
入力　－ 
電源（＋） 
電源（－） 
接地 
第２出力　＋ 
第２出力　－ 

ＺＸＰ－Ｄ 

ＺＸＰ－Ｄ形プロテクタ使用の場合 
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ＤＸＰ リバースアイソレータ 

ＤＸＰ－□Ｒ 
ＤＸＰ－□ＲＬ：リミッタ機能付 
特　長 

性　能 

注文時指定事項 

結線図 

製作仕様 

・カスタムＩＣの使用で小形，軽量，高信頼性です。 
・入力─出力間は，フォトカプラにて絶縁しています。（ＡＣ２０００Ｖ　１分間） 

出　　力 補　　助　　電　　源 

８種類の出力を標準で用意しております 

電圧出力は最大１０Ｖ（６００Ω～∞） 
電流出力は最大２０ｍＡ（０～５５０Ω） 
　　　　　　　　まで製作可能です 

ＤＣ  ２４Ｖ 
ＡＣ １００／１１０Ｖ 
ＡＣ ２００／２２０Ｖ 
ＤＣ １００／１１０Ｖ 

 約 ３.２ W （ＤＣ ２４V １３０ｍＡ） 
５０／６０Hz 約 ６.０ VA （ＡＣ １１０V ５５ｍＡ） 
５０／６０Hz 約 ７.５ VA （AC ２２０V ３４ｍＡ） 
 約 ３.０ W （DC 110V ２７ｍＡ） 

＋３０％ 
－２０％ 
＋１５％ 
－１５％ 
＋１５％ 
－１５％ 
＋３０％ 
－２０％ 

を用意しております 消費電流：２出力共２０ｍＡ（負荷５５０Ω）での値 

補 助 電 源 種 類  
ＤＣ ２４Ｖ 
ＡＣ １００Ｖ／１１０Ｖ ５０／６０Ｈｚ 
ＡＣ ２００Ｖ／２２０Ｖ ５０／６０Ｈｚ 
ＤＣ １００Ｖ／１１０Ｖ 

ＤＣ ０ ～ １００ ｍＶ 
 ０ ～ １ Ｖ 
 ０ ～ ５ Ｖ 
 ０ ～ １０ Ｖ 
 １ ～ ５ Ｖ 
 ０ ～ １ ｍＡ 
 ０ ～ １０ ｍＡ 
 ４ ～ ２０ ｍＡ 

 １００ ｋΩ 
 １ ＭΩ 
 １ ＭΩ 
 １ ＭΩ 
 １ ＭΩ 
 １００ Ω 
 １０ Ω 
 １０ Ω 

１ 
２ 
３ 
５ 

■ご注文の例 
　①ＤＸＰ－１ＲＬ－４－８８－１７ 
　②ＤＸＰ－１ＲＬ－９－８９－３６ 
　　入力ＤＣ０～７５Ｖ　第２出力ＤＣ７.５～０Ｖ　上限リミッタ１０５％　※特殊仕様については当社係員までご相談ください。 

入 力  入力インピーダンス 
１ 
２ 
３ 
４ 
５ 
６ 
７ 
８ 
９ その他の入力 

ＤＣ １００ ～ ０ ｍＶ 
 １ ～ ０ Ｖ 
 ５ ～ ０ Ｖ 
 １０ ～ ０ Ｖ 
 ５ ～ １ Ｖ 
 １ ～ ０ ｍＡ 
 １０ ～ ０ ｍＡ 
 ２０ ～ ４ ｍＡ 

 ６００ Ω ～ ∞ 
 ６００ Ω ～ ∞ 
 ６００ Ω ～ ∞ 
 ６００ Ω ～ ∞ 
 ６００ Ω ～ ∞ 
 ０  ～ １０ ｋΩ 
 ０  ～ １ ｋΩ 
 ０  ～ ５５０ Ω 

出 力 範 囲  負 荷 抵 抗  
１ 
２ 
３ 
４ 
５ 
６ 
７ 
８ 
９ その他の出力 

ＤＸＰ－□Ｒ 
ＤＸＰ－□ＲＬ 

１. 形名と補助電源 ２. 入力 ３. 第１出力　　　第２出力 ４. リミッタ設定値　上限設定　下限設定 

－□ －□　　　　　□ －□ □ 

の順でご指定ください。 
　　□には下記の数字が入ります。 

リミッタ設定値（％） 
１１０ 
１００ 
８０ 
７０ 

その他 
リミッタなし 

３０ 
２０ 
０ 

－１０ 

上限設定 

下限設定 

１ 
２ 
３ 
４ 
５ 
６ 
７ 
８ 
９ 
０ 

 

（１） 許　　容　　差 出力のスパンの±０.２５％─周囲温度２３℃（注） 
（２） 温 度 の 影 響 出力のスパンの±０.２５％以下 
  ─周囲温度の±１０℃変化での値（注） 
（３） 補助電源電圧の影響 出力のスパンの±０.１％以下─補助電源電圧範囲内 
（４） 出力負荷の影響 出力のスパンの±０.１％以下─負荷抵抗範囲内で 
（５） 出力のリップル 出力のスパンの０.５％Ｐ－Ｐ以下 
（６） 応　答　時　間 ０.５秒以下 
  ─最終定常値の±１％に収まるまでの時間 
（７） 耐　　電　　圧 ＡＣ２０００Ｖ，１分間 
  ─入力，出力，補助電源，外箱の各相互間 
  ＡＣ５００Ｖ，１分間 
  ─第１出力，第２出力間 
（８） 絶　縁　抵　抗 １００ＭΩ以上（ＤＣ５００Ｖ） 
  ─入力，出力，補助電源，外箱の各相互間 
  ─第１出力，第２出力間 
（９） リミッタの設定精度 上限設定：入力のスパンに対して＋０.５％以下 
  下限設定：入力のスパンに対して－０.５％以下 
（１０） リミッタの設定範囲 上限設定：入力のスパンに対して　７０～１１０％（工場設定） 
  下限設定：入力のスパンに対して－１０～＋３０％（工場設定） 
（１１） 質　　　　　　量 本体　約２５０ｇ，ソケット　約８０ｇ 
（１２） 別　　売　　品 ＤＸＰ用プロテクタ　ＺＸＰ－Ｄ形 
  電流入力仕様の場合，ソケットから本体を抜いた時，入力回路がオープンになるの
を 
  防ぐためのダイオードユニットです。 

入　　　　　　　　力 

入力電流の最大がＤＣ０.１ｍＡ～１００ｍＡ 
入力電圧の最大がＤＣ１０ｍＶ～１００Ｖ 
　　　　　　　　　の範囲で製作可能です 
±入力も製作可能です 

８種類の入力を標準で用意しております 
入　力　電　流 分　流　器 

 １００ ｍＡ 以下 

 １００ ｍＡ を超え ～ ５ Ａ 以下 

 ５ Ａ を超え ～ ５０ Ａ 未満 

 ５０ Ａ 以上 ～ ２５０ Ａ 以下 

 ３００ Ａ 以上 ～ ５０００ Ａ 以下 

 

なし 

Ｍ－ ２ Ａ （４本端子） 

Ｓ－ １０ Ａ 

Ｓ－ ８ Ａ 

Ｓ－ ８ 

入力ＤＣ１０１ｍＡ以上の場合， 分流器が外付となります 

入　力　電　圧 直 列 抵 抗 器  

 １００ V 以下 

 １０１ V ～ ７５０ V 

 ７５１ V ～ １０００ V

なし 

Ｍ－２Ｂ（４本端子） 

Ｍ－ ３ （４本端子） 

入力ＤＣ１０１Ｖ以上の場合，直列抵抗器が 
外付となります 

入力信号と逆の関係を出力します。 

（＋）（－）はＤＣ電源の場合の極性を示します。 

8
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4

＋ － 
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＋ － 

LOAD 
OUTPUT1

SOURCE SOURCE

INPUT INPUT

（－） （＋） － ＋ 

8

9 3
10 11 1 2

7 6 5
4

＋ － 

LOAD 
OUTPUT2

＋ － 

LOAD 
OUTPUT1

（－） （＋） 

－ ＋ 

１ 
２ 
３ 
４ 
５ 
６ 
７ 
８ 
９ 
１０ 
１１ 

第１出力　＋ 
第１出力　－ 
 
 
入力　＋ 
入力　－ 
電源（＋） 
電源（－） 
接地 
第２出力　＋ 
第２出力　－ 

ＺＸＰ－Ｄ 

ＺＸＰ－Ｄ形プロテクタ使用の場合 
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ＤＸＰ 高速アイソレータ 
ＤＸＰ－□Ｊ 
ＤＸＰ－□ＪＬ：リミッタ機能付 
特　長 

性　能 

注文時指定事項 

結線図 

製作仕様 

・カスタムＩＣの使用で小形，軽量，高信頼性です。 
・応答速度　２５ｍｓｅｃ（最終定常値の９０％に達するまでの時間） 
・入力─出力間は，トランスにて絶縁しています。（ＡＣ２０００Ｖ　１分間） 

出　　力 補　　助　　電　　源 

８種類の出力を標準で用意しております 

電圧出力は最大１０Ｖ（６００Ω～∞） 
電流出力は最大２０ｍＡ（０～５５０Ω） 
　　　　　　　　まで製作可能です 

ＤＣ  ２４Ｖ 
ＡＣ １００／１１０Ｖ 
ＡＣ ２００／２２０Ｖ 
ＤＣ １００／１１０Ｖ 

 約 ３.２ W （ＤＣ ２４V １３０ｍＡ） 
５０／６０Hz 約 ６.０ VA （ＡＣ １１０V ５５ｍＡ） 
５０／６０Hz 約 ７.５ VA （AC ２２０V ３４ｍＡ） 
 約 ３.０ W （DC 110V ２７ｍＡ） 

＋３０％ 
－２０％ 
＋１５％ 
－１５％ 
＋１５％ 
－１５％ 
＋３０％ 
－２０％ 

を用意しております 消費電流：２出力共２０ｍＡ（負荷５５０Ω）での値 

補 助 電 源 種 類  
ＤＣ ２４Ｖ 
ＡＣ １００Ｖ／１１０Ｖ ５０／６０Ｈｚ 
ＡＣ ２００Ｖ／２２０Ｖ ５０／６０Ｈｚ 
ＤＣ １００Ｖ／１１０Ｖ 

ＤＣ ０ ～ １００ ｍＶ 
 ０ ～ １ Ｖ 
 ０ ～ ５ Ｖ 
 ０ ～ １０ Ｖ 
 １ ～ ５ Ｖ 
 ０ ～ １ ｍＡ 
 ０ ～ １０ ｍＡ 
 ４ ～ ２０ ｍＡ 

 １００ ｋΩ 
 １ ＭΩ 
 １ ＭΩ 
 １ ＭΩ 
 １ ＭΩ 
 １００ Ω 
 １０ Ω 
 １０ Ω 

１ 
２ 
３ 
５ 

■ご注文の例 
　①ＤＸＰ－１ＪＬ－４－８８－１７ 
　②ＤＸＰ－１ＪＬ－９－８９－３６ 
　　入力ＤＣ０～７５Ｖ　第２出力ＤＣ０～７.５Ｖ　上限リミッタ１０５％　※特殊仕様については当社係員までご相談ください。 

入 力  入力インピーダンス 
１ 
２ 
３ 
４ 
５ 
６ 
７ 
８ 
９ その他の入力 

ＤＣ ０ ～ １００ ｍＶ 
 ０ ～ １ Ｖ 
 ０ ～ ５ Ｖ 
 ０ ～ １０ Ｖ 
 １ ～ ５ Ｖ 
 ０ ～ １ ｍＡ 
 ０ ～ １０ ｍＡ 
 ４ ～ ２０ ｍＡ 

 ６００ Ω ～ ∞ 
 ６００ Ω ～ ∞ 
 ６００ Ω ～ ∞ 
 ６００ Ω ～ ∞ 
 ６００ Ω ～ ∞ 
 ０  ～ １０ ｋΩ 
 ０  ～ １ ｋΩ 
 ０  ～ ５５０ Ω 

出 力 範 囲  負 荷 抵 抗  
１ 
２ 
３ 
４ 
５ 
６ 
７ 
８ 
９ その他の出力 

ＤＸＰ－□Ｊ 
ＤＸＰ－□ＪＬ 

１. 形名と補助電源 ２. 入力 ３. 第１出力　　　第２出力 ４. リミッタ設定値　上限設定　下限設定 

－□ －□　　　　　□ －□ □ 

の順でご指定ください。 
　　□には下記の数字が入ります。 

リミッタ設定値（％） 
１１０ 
１００ 
８０ 
７０ 

その他 
リミッタなし 

３０ 
２０ 
０ 

－１０ 

上限設定 

下限設定 

１ 
２ 
３ 
４ 
５ 
６ 
７ 
８ 
９ 
０ 

 

（１） 許　　容　　差 出力のスパンの±０.２５％─周囲温度２３℃（注） 
（２） 温 度 の 影 響 出力のスパンの±０.２５％以下 
  ─周囲温度の±１０℃変化での値（注） 
（３） 補助電源電圧の影響 出力のスパンの±０.１％以下─補助電源電圧範囲内 
（４） 出力負荷の影響 出力のスパンの±０.１％以下─負荷抵抗範囲内で 
（５） 出力のリップル 出力のスパンの０.５％Ｐ－Ｐ以下 
（６） 応　答　時　間 ２５ｍｓｅｃ．以下 
  ─最終定常値の９０％に達するまでの時間 
（７） 耐　　電　　圧 ＡＣ２０００Ｖ，１分間 
  ─入力，出力，補助電源，外箱の各相互間 
  ＡＣ５００Ｖ，１分間 
  ─第１出力，第２出力間 
（８） 絶　縁　抵　抗 １００ＭΩ以上（ＤＣ５００Ｖ） 
  ─入力，出力，補助電源，外箱の各相互間 
  ─第１出力，第２出力間 
（９） リミッタの設定精度 上限設定：入力のスパンに対して＋０.５％以下 
  下限設定：入力のスパンに対して－０.５％以下 
（１０） リミッタの設定範囲 上限設定：入力のスパンに対して　７０～１１０％（工場設定） 
  下限設定：入力のスパンに対して－１０～＋３０％（工場設定） 
（１１） 質　　　　　　量 本体　約２５０ｇ，ソケット　約８０ｇ 
（１２） 別　　売　　品 ＤＸＰ用プロテクタ　ＺＸＰ－Ｄ形 
  電流入力仕様の場合，ソケットから本体を抜いた時，入力回路がオープンになるの
を 
  防ぐためのダイオードユニットです。 

入　　　　　　　　力 

入力電流の最大がＤＣ０.１ｍＡ～１００ｍＡ 
入力電圧の最大がＤＣ１０ｍＶ～１００Ｖ 
　　　　　　　　　の範囲で製作可能です 
±入力も製作可能です 

８種類の入力を標準で用意しております 
入　力　電　流 分　流　器 

 １００ ｍＡ 以下 

 １００ ｍＡ を超え ～ ５ Ａ 以下 

 ５ Ａ を超え ～ ５０ Ａ 未満 

 ５０ Ａ 以上 ～ ２５０ Ａ 以下 

 ３００ Ａ 以上 ～ ５０００ Ａ 以下 

 

なし 

Ｍ－ ２ Ａ （４本端子） 

Ｓ－ １０ Ａ 

Ｓ－ ８ Ａ 

Ｓ－ ８ 

入力ＤＣ１０１ｍＡ以上の場合， 分流器が外付となります 

入　力　電　圧 直 列 抵 抗 器  

 １００ V 以下 

 １０１ V ～ ７５０ V 

 ７５１ V ～ １０００ V

なし 

Ｍ－２Ｂ（４本端子） 

Ｍ－ ３ （４本端子） 

 

入力ＤＣ１０１Ｖ以上の場合，直列抵抗器が 
外付となります 

（＋）（－）はＤＣ電源の場合の極性を示します。 

8

9 3
10 11 1 2

7 6 5
4

＋ － 

LOAD 
OUTPUT2

＋ － 

LOAD 
OUTPUT1

SOURCE SOURCE

INPUT INPUT

（－） （＋） － ＋ 

8

9 3
10 11 1 2

7 6 5
4

＋ － 

LOAD 
OUTPUT2

＋ － 

LOAD 
OUTPUT1

（－） （＋） 

－ ＋ 

１ 
２ 
３ 
４ 
５ 
６ 
７ 
８ 
９ 
１０ 
１１ 

第１出力　＋ 
第１出力　－ 
 
 
入力　＋ 
入力　－ 
電源（＋） 
電源（－） 
接地 
第２出力　＋ 
第２出力　－ 

ＺＸＰ－Ｄ 

ＺＸＰ－Ｄ形プロテクタ使用の場合 
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ＪＸＰ 熱電対温度変換器 

ＪＸＰ－□ 
特　長 

性　能 

注文時指定事項 

製作可能範囲 

結線図 

製作仕様 

・入力仕様：ＪＩＳ Ｃ １６０２－１９９５（熱電対）に規定の８種のセンサで０～１７００℃をカバーします。 
・入力と出力は，トランスにて絶縁しています。（ＡＣ２０００Ｖ　１分間） 
・リニアライザを標準装備：直線性±０.２％以下。 
・基準接点補償を標準装備：周囲温度－１０℃～＋５５℃ 
・バーンアウト機能内蔵：センサの断線を即座に検出し，出力します。 

入　　力 出　　力 補　　助　　電　　源 

ＪＩＳ Ｃ １６０２－１９９５に基づく８種類Ｂ，Ｒ，Ｓ，Ｎ，Ｋ，Ｅ， 
Ｊ，Ｔの熱電対 
測定温度範囲８種類を標準としました。 
基準接点補償素子付 

８種類の出力を標準で用意しております 
バーンアウト上方振り切れ 

使用可能な熱電対の種類 
ＪＩＳ Ｃ １６０２－１９９５に基づく熱電対 
Ｂ，Ｒ，Ｓ，Ｎ，Ｋ，Ｅ，Ｊ，Ｔに対応 

電圧出力は最大１０Ｖ（６００Ω～∞） 
電流出力は最大２０ｍＡ（０～５５０Ω） 
　　　　　　　　まで製作可能です 
バーンアウト下方振り切れも指定により 
製作可能です 

ＤＣ  ２４Ｖ 

ＡＣ １００／１１０Ｖ 

ＡＣ ２００／２２０Ｖ 

ＤＣ １００／１１０Ｖ 

 約 ４.０ W （ＤＣ ２４V １６５ｍＡ） 

５０／６０Hz 約 ７.７ VA （ＡＣ １１０V ７０ｍＡ） 

５０／６０Hz 約 ９.９ VA （AC ２２０V ４５ｍＡ） 

 約 ３.９ W （DC 110V ３５ｍＡ） 

＋３０％ 
－２０％ 

＋１５％ 
－１５％ 

＋１５％ 
－１５％ 

＋３０％ 
－２０％ 

を用意しております 

補 助 電 源 種 類  
ＤＣ ２４Ｖ 
ＡＣ １００Ｖ／１１０Ｖ ５０／６０Ｈｚ 
ＡＣ ２００Ｖ／２２０Ｖ ５０／６０Ｈｚ 
ＤＣ １００Ｖ／１１０Ｖ 

ＤＣ ０ ～ １００ ｍＶ 
 ０ ～ １ Ｖ 
 ０ ～ ５ Ｖ 
 ０ ～ １０ Ｖ 
 １ ～ ５ Ｖ 
 ０ ～ １ ｍＡ 
 ０ ～ １０ ｍＡ 
 ４ ～ ２０ ｍＡ 

 ６００ Ω ～ ∞ 
 ６００ Ω ～ ∞ 
 ６００ Ω ～ ∞ 
 ６００ Ω ～ ∞ 
 ６００ Ω ～ ∞ 
 ０  ～ １０ ｋΩ 
 ０  ～ １ ｋΩ 
 ０  ～ ５５０ Ω 

１ 
２ 
３ 
５ 

測定温度範囲 

その他の温度範囲 その他の熱電対 

１ 
２ 
３ 
４ 
５ 
６ 
７ 
８ 
９ 

 ０ ～ １００ ℃ 
 ０ ～ ２００ ℃ 
 ０ ～ ３００ ℃ 
 ０ ～ ４００ ℃ 
 ０ ～ ５００ ℃ 
 ０ ～ ８００ ℃ 
 ０ ～ １０００ ℃ 
 ０ ～ １２００ ℃ 

 ２００ ℃ ～ １８２０ ℃ 
 ０ ℃ ～ １７６０ ℃ 
 ０ ℃ ～ １７６０ ℃ 
 －１００ ℃ ～ １３００ ℃ 
 －１００ ℃ ～ １３７０ ℃ 
 －１００ ℃ ～ １０００ ℃ 
 －１００ ℃ ～ １２００ ℃ 
 －１００ ℃ ～ ４００ ℃ 

熱電対 
１ 
２ 
３ 
４ 
５ 
６ 
７ 
８ 
９ 

Ｋ 
Ｅ 
Ｊ 
Ｔ 
Ｒ 
Ｂ 
Ｓ 
Ｎ 

熱電対 製作可能範囲 
Ｂ 
Ｒ 
Ｓ 
Ｎ 
Ｋ 
Ｅ 
Ｊ 
Ｔ 

最小製作温度範囲 
１００℃ 
１００℃ 
１００℃ 
１００℃ 
１００℃ 
１００℃ 
１００℃ 
１００℃ 

バーンアウト 
１ 
２ 
上方振り切れ 
下方振り切れ 

■ご注文の例 
　①ＪＸＰ－１－１４－８８－１ 
　②ＪＸＰ－１－１９－８９－１ 
　　　　入力　Ｋ熱電対（０～１５０℃）　第２出力ＤＣ０～１.５Ｖ 
※特殊仕様については当社係員までご相談ください。 

出 力 範 囲  負 荷 抵 抗  
１ 
２ 
３ 
４ 
５ 
６ 
７ 
８ 
９ その他の出力 

ＪＸＰ－□ 

１. 形名と補助電源 ２. 入力　熱電対の種類　　測定温度範囲 ３. 第１出力　　　第２出力 ４. バーンアウト 

－□ □ －□　　　　　　□ －□ 

の順でご指定ください。 
　□には下記の数字が入ります。 

（１） 使用可能な熱電対 Ｋ，Ｅ，Ｊ，Ｔ，Ｒ，Ｂ，Ｓ，Ｎ 
  〔ＪＩＳ Ｃ １６０２－１９９５（熱電対）に準拠〕 

（２） 許　　容　　差 出力のスパンの±０.５％以下─周囲温度２３℃ 
（３） 温 度 の 影 響 出力のスパンの±０.３％以下 
  ─周囲温度の±１０℃変化での値 
（４） 補助電源電圧の影響 出力のスパンの±０.１％以下 
  ─補助電源電圧範囲内 
（５） 出力負荷の影響 出力のスパンの±０.１％以下─負荷抵抗範囲内で 
（６） 出力のリップル 出力のスパンの０.５％Ｐ－Ｐ以下 
（７） 応　答　時　間 ０.５秒以下─最終定常値の±１％に収まるまでの時間 
  ０.２５秒以下─最終定常値の９０％に達するまでの時間 
（８） 耐　　電　　圧 ＡＣ２０００Ｖ，１分間 
  ─入力，出力，補助電源，外箱の各相互間 
  ＡＣ５００Ｖ，１分間 
  ─第１出力，第２出力間 
（９） 絶　縁　抵　抗 １００ＭΩ以上（ＤＣ５００Ｖ） 
  ─入力，出力，補助電源，外箱の各相互間 
  ─第１出力，第２出力間 
（１０） バーンアウト設定値 上方振り切れ １１０～１１５％（標準仕様），　下方振り切れ －１０～－１５％（要指定） 
（１１） リ ニ ア ラ イ ザ 直線性　±０.２％以内 
（１２） 付　　属　　品 基準接点補償ユニット　ＺＸＰ－Ａ形 
（１３） 基準接点補償精度 ±１℃（基準接点温度－１０～＋５５℃）但し，熱電対Ｂには適用しません。 
（１４） 質　　　　　　量 本体　約２５０ｇ，ソケット　約８０ｇ 

（＋）（－）はＤＣ電源の場合の極性を示します。 

熱電対を温度センサとした温度─ＤＣ変換器です。 

消費電流：２出力共２０ｍＡ（負荷５５０Ω）での値 

－ 

＋ 

SOURCE

8

9 3
10 11 1 2

7 6 5
4

＋ － 

LOAD 
OUTPUT2

＋ － 

LOAD 
OUTPUT1

（－） （＋） 

ＺＸＰ－Ａ形 
基準接点補償 
ユニット 

補償用導線 

熱電対 

１ 
２ 
３ 
４ 
５ 

６ 

７ 
８ 
９ 
１０ 
１１ 

第１出力　＋ 
第１出力　－ 
 
熱電対　＋ 
基準接点補償素子 
 
 
電源（＋） 
電源（－） 
接地 
第２出力　＋ 
第２出力　－ 

基準接点補償素子 
熱電対　－ 



１０ 

ＫＸＰ ポテンショメータ変換器 

ＫＸＰ－□ 
ＫＸＰ－□Ｌ ：リミッタ機能付 
ＫＸＰ－□Ｊ ：高速応答形 
ＫＸＰ－□ＪＬ ：高速応答形，リミッタ機能付 
特　長 

性　能 

注文時指定事項 

結線図 

製作仕様 

・ポテンショメータの抵抗値が１００Ω～１０ｋΩの範囲内であれば使用可能です。 
・動作範囲が５０％以上なら規定の出力に調整が可能です。 
・入力─出力間は，トランスにて絶縁しています。（ＡＣ２０００Ｖ　１分間） 

入　　力 出　　力 補　　助　　電　　源 

抵抗値が１００Ω～１０ｋΩで動作範囲が全体の５０％以上 
のポンテショメータを標準としました 

全体の３３％以上の動作範囲のあるポテンショメータに 
対応可能です 

８種類の出力を標準で用意しております 

電圧出力は最大１０Ｖ（６００Ω～∞） 
電流出力は最大２０ｍＡ（０～５５０Ω） 
　　　　　　　　まで製作可能です 

ＤＣ  ２４Ｖ 

ＡＣ １００／１１０Ｖ 

ＡＣ ２００／２２０Ｖ 

ＤＣ １００／１１０Ｖ 

 約 ３.０ W （ＤＣ ２４V １２０ｍＡ） 

５０／６０Hz 約 ６.０ VA （ＡＣ １１０V ５５ｍＡ） 

５０／６０Hz 約 ７.５ VA （AC ２２０V ３４ｍＡ） 

 約 ３.０ W （DC 110V ２７ｍＡ） 

＋３０％ 
－２０％ 

＋１５％ 
－１５％ 

＋１５％ 
－１５％ 

＋３０％ 
－２０％ 

を用意しております 

補 助 電 源 種 類  

ＤＣ ２４Ｖ 

ＡＣ １００Ｖ／１１０Ｖ ５０／６０Ｈｚ 

ＡＣ ２００Ｖ／２２０Ｖ ５０／６０Ｈｚ 

ＤＣ １００Ｖ／１１０Ｖ 

ＤＣ ０ ～ １００ ｍＶ 

 ０ ～ １ Ｖ 

 ０ ～ ５ Ｖ 

 ０ ～ １０ Ｖ 

 １ ～ ５ Ｖ 

 ０ ～ １ ｍＡ 

 ０ ～ １０ ｍＡ 

 ４ ～ ２０ ｍＡ 

 ６００ Ω ～ ∞ 

 ６００ Ω ～ ∞ 

 ６００ Ω ～ ∞ 

 ６００ Ω ～ ∞ 

 ６００ Ω ～ ∞ 

 ０  ～ １０ ｋΩ 

 ０  ～ １ ｋΩ 

 ０  ～ ５５０ Ω 

１ 

２ 

３ 

５ 

入 　 力  

１００Ω～１０ｋΩ以内５０％以上動作 

その他の入力 

１ 

９ 

■ご注文の例 
　①ＫＸＰ－２－１－４４ 
　②ＫＸＰ－２－９－８９ 
　　　　　　　入力 １ｋΩ ０～７０％ 
　　　　　　　第２出力ＤＣ０～７Ｖ 
 
※特殊仕様については当社係員まで 
　ご相談ください。 

出 力 範 囲  負 荷 抵 抗  

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ その他の出力 

（１） 許　　容　　差 出力のスパンの±０.５％以下─周囲温度２３℃ 
（２） 温 度 の 影 響 出力のスパンの±０.５％以下 
  ─周囲温度の±１０℃変化での値 
（３） 補助電源電圧の影響 出力のスパンの±０.１％以下─補助電源電圧範囲内 
（４） 出力負荷の影響 出力のスパンの±０.１％以下─負荷抵抗範囲内で 
（５） 出力のリップル 出力のスパンの０.５％Ｐ－Ｐ以下 
（６） 応　答　時　間 ＫＸＰ－□：０.５秒以下 
  ─最終定常値の±１％に収まるまでの時間 
  ＫＸＰ－□Ｊ：２５ｍｓｅｃ.以下 
  ─最終定常値の９０％に達するまでの時間 
（７） 耐　　電　　圧 ＡＣ２０００Ｖ，１分間 
  ─入力，出力，補助電源，外箱の各相互間 
  ＡＣ５００Ｖ，１分間 
  ─第１出力，第２出力間 
（８） 絶　縁　抵　抗 １００ＭΩ以上（ＤＣ５００Ｖ） 
  ─入力，出力，補助電源，外箱の各相互間 
  ─第１出力，第２出力間 
（９） リミッタの設定精度 上限設定：入力のスパンに対して＋０.５％以下 
  下限設定：入力のスパンに対して－０.５％以下 
（１０） リミッタの設定範囲 上限設定：入力のスパンに対して　７０～１１０％（工場設定） 
  下限設定：入力のスパンに対して－１０～＋３０％（工場設定） 
（１１） 質　　　　　　量 本体　約２５０ｇ，ソケット　約８０ｇ 

（＋）（－）はＤＣ電源の場合の極性を示します。 

各種弁の開度，回転角のセンサに使用されるポテンショメータを入力とする変換器です。 

消費電流：２出力共２０ｍＡ（負荷５５０Ω）１００Ωポテンショメータでの値 

ＫＸＰ－□ 
ＫＸＰ－□Ｌ 
ＫＸＰ－□Ｊ 
ＫＸＰ－□ＪＬ 

１. 形名と補助電源 ２. 入力 ３. 第１出力　　　第２出力 ４. リミッタ設定値　上限設定　下限設定 

－□ －□　　　　　□ －□ □ 

の順でご指定ください。 
　　□には下記の数字が入ります。 

リミッタ設定値（％） 

１１０ 

１００ 

８０ 

７０ 

その他 

リミッタなし 

３０ 

２０ 

０ 

－１０ 

上限設定 

下限設定 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

０ 

 

入力（ポテンショメータ）の動作範囲の
ご指定がない場合，動作範囲は０～９０％
に調整して出荷いたします。 

8

9 3
10 11 1 2

7 6 5
4

＋ － 

LOAD 
OUTPUT2

＋ － 

LOAD 
OUTPUT1

SOURCE

（－） （＋） １ 
２ 
３ 
４ 
５ 
６ 
７ 
８ 
９ 
１０ 
１１ 

第１出力　＋ 
第１出力　－ 
 
ポテンショメータ（ＭＡＸ.） 
ポテンショメータ 
ポテンショメータ（ＭＩＮ.） 
電源（＋） 
電源（－） 
接地 
第２出力　＋ 
第２出力　－ 

ポテンショメータ 
（ＭＩＮ） 
０％ 

（ＭＡＸ） 
１００％ 



１１ 

ＶＸＰ 交流電圧トランスデューサ （実効値演算方式） 
ＶＸＰ－□Ｅ 
ＶＸＰ－□ＥＬ：リミッタ機能付 
特　長 

性　能 

注文時指定事項 

結線図 

製作仕様 

・交流信号の実効値（ＲＭＳ値）に比例した直流信号が得られます。 
・入力─出力間は，トランスにて絶縁しています。（ＡＣ２０００Ｖ　１分間） 
・第１出力─第２出力間の耐電圧はＡＣ５００Ｖ（５０／６０Ｈｚ）１分間です。 
・日本工業規格 ＪＩＳ Ｃ １１１１ ＡＣ－ＤＣ トランスデューサ０.５級に準拠しています。 

入　　力 出　　力 補　　助　　電　　源 

０～１５０Ｖ　５０／６０Ｈｚ　（消費電力　約０.５ＶＡ） 
０～３００Ｖ　５０／６０Ｈｚ　（消費電力　約０.５ＶＡ） 

８種類の出力を標準で 
用意しております 

入力の最大が５０～３００Ｖ 
　　　　　　　の範囲で製作可能です 
周波数は４５Hz～１０kHz 
　　　　　　　の範囲で製作可能です 

電圧出力は最大１０Ｖ 
　（６００Ω～∞） 
電流出力は最大２０ｍＡ 
　（０～５５０Ω） 
　まで製作可能です 

ＤＣ  ２４Ｖ 

ＡＣ １００／１１０Ｖ 

ＡＣ ２００／２２０Ｖ 

ＤＣ １００／１１０Ｖ 

 約 ３.０ W （ＤＣ ２４V １１０ｍＡ） 

５０／６０Hz 約 ６.０ VA （ＡＣ １１０V ５１ｍＡ） 

５０／６０Hz 約 ７.５ VA （AC ２２０V ３２ｍＡ） 

 約 ３.０ W （DC 110V ２５ｍＡ） 

＋３０％ 
－２０％ 

＋１５％ 
－１５％ 

＋１５％ 
－１５％ 

＋３０％ 
－２０％ 

を用意しております 

消費電流：２出力共２０ｍＡ（負荷５５０Ω）での値 

入力範囲 周波数 

５０／６０Ｈｚ 

５０／６０Ｈｚ 

その他の入力 

１ 

２ 

９ 

補 助 電 源 種 類  

ＤＣ ２４Ｖ 

ＡＣ １００Ｖ／１１０Ｖ ５０／６０Ｈｚ 

ＡＣ ２００Ｖ／２２０Ｖ ５０／６０Ｈｚ 

ＤＣ １００Ｖ／１１０Ｖ 

 

ＤＣ ０ ～ １００ ｍＶ 

 ０ ～ １ Ｖ 

 ０ ～ ５ Ｖ 

 ０ ～ １０ Ｖ 

 １ ～ ５ Ｖ 

 ０ ～ １ ｍＡ 

 ０ ～ １０ ｍＡ 

 ４ ～ ２０ ｍＡ 

 ６００ Ω ～ ∞ 

 ６００ Ω ～ ∞ 

 ６００ Ω ～ ∞ 

 ６００ Ω ～ ∞ 

 ６００ Ω ～ ∞ 

 ０  ～ １０ ｋΩ 

 ０  ～ １ ｋΩ 

 ０  ～ ５５０ Ω 

１ 

２ 

３ 

５ 

ＡＣ ０ ～ １５０Ｖ 

ＡＣ ０ ～ ３００Ｖ 

■ご注文の例 
　①ＶＸＰ－２ＥＬ－２－８８－１ 
　②ＶＸＰ－１ＥＬ－９－９８－９ 
　　　　入力ＡＣ０～１００Ｖ　第１出力ＤＣ０～２Ｖ　リミッタ１０５％　　 
※特殊仕様については当社係員までご相談ください。 

出 力 範 囲  負 荷 抵 抗  

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ その他の出力 

ＶＸＰ－□Ｅ 
ＶＸＰ－□ＥＬ 

１. 形名と補助電源 ２. 入力 ３. 第１出力　　　第２出力 ４. リミッタ設定値　上限設定 

－□ －□　　　　　□ －□ 

の順でご指定ください。 
　　□には下記の数字が入ります。 

リミッタ設定値（％） 

１１０ 

１００ 

８０ 

７０ 

その他 

リミッタなし 

上限設定 

１ 

２ 

３ 

４ 

９ 

０ 
 

（１） 許　　容　　差 出力のスパンの±０.５％─周囲温度２３℃ 
（２） 温 度 の 影 響 出力のスパンの±０.５％以下 
  ─周囲温度の±１０℃変化での値 
（３） 補助電源電圧の影響 出力のスパンの±０.１％以下 
  ─補助電源電圧範囲内 
（４） 周 波 数 の 影 響 出力のスパンの±０．２５％以下 
  ─定格周波数の±５％変化での値 
（５） 出力負荷の影響 出力のスパンの±０.１％以下─負荷抵抗範囲内で 
（６） 出力のリップル 出力のスパンの０.５％Ｐ－Ｐ以下 
（７） 応　答　時　間 １秒以下─最終定常値の±１％に収まるまでの時間 
（８） 波 形 の 影 響 出力のスパンの±０.５％以下 
  ─基本波の１５％の第３調波を含む波形で 
（９） 耐　　電　　圧 ＡＣ２０００Ｖ，１分間 
  ─入力，出力，補助電源，外箱の各相互間 
  ＡＣ５００Ｖ，１分間 
  ─第１出力，第２出力間 
（１０） 絶　縁　抵　抗 １００ＭΩ以上（ＤＣ５００Ｖ） 
  ─入力，出力，補助電源，外箱の各相互間 
  ─第１出力，第２出力間 
（１１） リミッタの設定精度 上限設定：入力のスパンに対して＋０.５％以下 
（１２） リミッタの設定範囲 上限設定：入力のスパンに対して─７０～１１０％（工場設定） 
（１３） 質　　　　　　量 本体　約２５０ｇ，ソケット　約８０ｇ 

（＋）（－）はＤＣ電源の場合の極性を示します。 

8

9 3
10 11 1 2

7 6 5
4

＋ － 

LOAD 
OUTPUT2

＋ － 

LOAD 
OUTPUT1

SOURCE

INPUT

（－） （＋） ～ ～ １ 
２ 
３ 
４ 
５ 
６ 
７ 
８ 
９ 
１０ 
１１ 

第１出力　＋ 
第１出力　－ 
 
 
入力 
入力 
電源（＋） 
電源（－） 
接地 
第２出力　＋ 
第２出力　－ 



（＋）（－）はＤＣ電源の場合の極性を示します。 

１２ 

ＴＸＰ 回転数変換器 

ＴＸＰ－□ 
ＴＸＰ－□Ｌ ：リミッタ機能付 

ＴＸＰ－□Ｄ ：センサ用電源付 

ＴＸＰ－□ＤＬ ：センサ用電源付，リミッタ機能付 
ＴＸＰ－□Ｓ ：スローパルス 
ＴＸＰ－□ＳＬ ：スローパルス，リミッタ機能付 
ＴＸＰ－□ＳＤ ：スローパルス，センサ用電源付 
ＴＸＰ－□ＳＤＬ ：スローパルス，センサ用電源付，リミッタ機能付 
特　長 

性　能 結線図 

製作仕様 

・入力─出力間は，トランスにて絶縁しています。（ＡＣ２０００Ｖ　１分間） 
・入力の下限約２％以下の範囲は出力しないオミッタ機能を標準装備しています。 

入　　力 出　　力 補　　助　　電　　源 

４種類の入力と 
８種類の入力範囲を標準で用意しています 

周波数 ＴＸＰ－□ ： ２５Ｈｚ ～ ３０ ｋＨｚ 
 ＴＸＰ－□Ｓ ： ９Ｈｚ ～ ２５ Ｈｚ 
交流電圧  １～２００Ｖｒｍｓ 
電圧パルス  ２～５０ＶＰ－Ｐ 
接点信号  約１０Ｖ，２ｍＡ以上 

８種類の出力を標準で用意しております 

電圧出力は最大１０Ｖ（６００Ω～∞） 
電流出力は最大２０ｍＡ（０～５５０Ω） 
　　　　　　　　まで製作可能です 

ＤＣ  ２４Ｖ 

ＡＣ １００／１１０Ｖ 

ＡＣ ２００／２２０Ｖ 

ＤＣ １００／１１０Ｖ 

 約 ４.０ W （ＤＣ ２４V １６５ｍＡ） 

５０／６０Hz 約 ７.７ VA （ＡＣ １１０V ７０ｍＡ） 

５０／６０Hz 約 ９.９ VA （AC ２２０V ４５ｍＡ） 

 約 ３.９ W （DC 110V ３５ｍＡ） 

＋３０％ 
－２０％ 

＋１５％ 
－１５％ 

＋１５％ 
－１５％ 

＋３０％ 
－２０％ 

を用意しております 

（１） 許　　容　　差 出力のスパンの±０.５％─周囲温度２３℃ 
  但し，入力範囲の下限５％以下（ＴＸＰ－□Ｓでは１０％）は 
  規定しない。 
（２） 入力インピーダンス  

（３） 温 度 の 影 響 出力のスパンの±０.３％以下 
  ─周囲温度の±１０℃変化での値 
（４） 補助電源電圧の影響 出力のスパンの±０.１％以下─補助電源電圧範囲内 
（５） 出力負荷の影響 出力のスパンの±０.１％以下─負荷抵抗範囲内で 
（６） 出力のリップル 出力のスパンの０.５％Ｐ－Ｐ以下 
（７） 応　答　時　間 入力の上限値が １００Ｈｚ以上  －－－ 約１秒 
   ５０Ｈｚ以上 １００Ｈｚ未満 －－－ 約２秒 
   ２５Ｈｚ以上 ５０Ｈｚ未満 －－－ 約３秒 
   ２５Ｈｚ未満  －－－ 約１０秒 
  最終定常値の±１％に収まるまでの時間 
（８） オ ミ ッ タ 機 能 入力範囲の下限約２％以下で出力を遮断（標準装備） 
（９） 耐　　電　　圧 ＡＣ２０００Ｖ，１分間 
  ─入力，出力，補助電源，外箱の各相互間 
  ＡＣ５００Ｖ，１分間 
  ─第１出力，第２出力間 
（１０） 絶　縁　抵　抗 １００ＭΩ以上（ＤＣ５００Ｖ） 
  ─入力，出力，補助電源，外箱の各相互間 
  ─第１出力，第２出力間 
（１１） セ ン サ 用 電 源 ＤＣ１２Ｖ±１Ｖ　３０ｍＡ　ＭＡＸ.（安定化電源） 
（１２） リミッタの設定精度 上限設定：入力のスパンに対して＋０.５％以下 
（１３） リミッタの設定範囲 上限設定：入力のスパンに対して７０～１１０％（工場設定） 
（１４） 質　　　　　　量 本体　約２５０ｇ，ソケット　約８０ｇ 

消費電流：２出力共２０ｍＡ（負荷５５０Ω）での値 

交流信号やパルス列信号の周波数に比例した直流信号を出力する変換器です。 
交流発電機（タコゼネ）やパルスエンコーダと組合わせて，回転数や速度に比例した直流信号が
得られます。 

入力の種類  入力範囲  入力インピーダンス 

ＡＣ電圧 
１００Ｖ以上 

９９Ｖ未満 

約２００ｋΩ以上 

約１００ｋΩ以上 

１００ｋΩ以上 電圧パルス（回転数センサの出力） 

8

9 3
10 11 1 2

7 6 5
4

＋ － 

LOAD 
OUTPUT2

＋ － 

LOAD 
OUTPUT1

SOURCE

INPUT

（－） （＋） （－） （＋） １ 
２ 
３ 
４ 
５ 
６ 
７ 
８ 
９ 
１０ 
１１ 

第１出力　＋ 
第１出力　－ 
 
 
入力（＋） 
入力（－） 
電源（＋） 
電源（－） 
接地 
第２出力　＋ 
第２出力　－ 

交流電圧，電圧パルス，接点信号（オープンコレクタ）入力の場合 

8

9 3
10 11 1 2

7 6 5
4

＋ － 

LOAD 
OUTPUT2

＋ － 

LOAD 
OUTPUT1

SOURCE

回転数センサ 

（－） （＋） 

１ 
２ 
３ 
４ 
５ 
６ 
７ 
８ 
９ 
１０ 
１１ 

第１出力　＋ 
第１出力　－ 
 
センサ用電源　＋ 
入力　＋ 
入力　－ 
電源（＋） 
電源（－） 
接地 
第２出力　＋ 
第２出力　－ 

回転数センサ使用の場合 

6 5
4

回転数センサ 
（ＮＰＮオープンコネクタ） 

＋１２Ｖ 
３０ｍＡ ＭＡＸ 

（周波数─直流変換器） 

入力信号が交流電圧仕様の場合，２％以下の電圧では応答しない場合があります。 注 意  



１３ 

注文時指定事項 

パルス仕様 

Ｓ 

ナシ 

スローパルス仕様 

標準仕様 

センサ用電源の有無 

Ｄ 

ナシ 

センサ用電源付き 

センサ用電源なし 

入力電圧 

□□□Ｖ 

□□□Ｖ 

交流電圧 １～２００Ｖｒｍｓ 

電圧パルス ２Ｖ～５０ＶＰ－Ｐ 

補 助 電 源 種 類  

ＤＣ ２４Ｖ 

ＡＣ １００Ｖ／１１０Ｖ ５０／６０Ｈｚ 

ＡＣ ２００Ｖ／２２０Ｖ ５０／６０Ｈｚ 

ＤＣ １００Ｖ／１１０Ｖ 

交流電圧 

電圧パルス 

接点信号（ＯＮ－ＯＦＦパルス） 

回転数センサ（ＴＮ－１） 

０ ～ ２５ Ｈｚ 

０ ～ ３０ Ｈｚ 

０ ～ ５０ Ｈｚ 

０ ～ １００ Ｈｚ 

０ ～ ２００ Ｈｚ 

０ ～ ５００ Ｈｚ 

０ ～ １０００ Ｈｚ 

０ ～ ５０００ Ｈｚ 

１ 

２ 

３ 

５ 

■ご注文の例 
　①ＴＸＰ－１Ｌ－１４－５８－１－１００Ｖ 
　②ＴＸＰ－２Ｄ－２３－４８－０－１５Ｖ 
　③ＴＸＰ－２ＤＬ－４９－８９－９　 

入 力 の 種 類  形 名  入力周波数  

１ 

２ 

３ 

４ 

 

 

 

 

９ 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ その他の入力種類 その他の入力範囲 

ＴＸＰ－□ 
ＴＸＰ－□Ｌ 
ＴＸＰ－□Ｄ 
ＴＸＰ－□ＤＬ 
ＴＸＰ－□Ｓ 
ＴＸＰ－□ＳＬ 
ＴＸＰ－□ＳＤ 
ＴＸＰ－□ＳＤＬ 

１. 形名と補助電源　パルス仕様　センサ用電源 ２. 入力の種類　入力周波数 ３. 第１出力　　　第２出力 ４. リミッタ設定値 ５. 入力電圧 

－□　　　　　□ －□　　　　□ □　　　　　□ －□ －□ 

の順でご指定ください。 
　□には下記の数字が入ります。 

ＤＣ ０ ～ １００ ｍＶ 

 ０ ～ １ Ｖ 

 ０ ～ ５ Ｖ 

 ０ ～ １０ Ｖ 

 １ ～ ５ Ｖ 

 ０ ～ １ ｍＡ 

 ０ ～ １０ ｍＡ 

 ４ ～ ２０ ｍＡ 

 ６００ Ω ～ ∞ 

 ６００ Ω ～ ∞ 

 ６００ Ω ～ ∞ 

 ６００ Ω ～ ∞ 

 ６００ Ω ～ ∞ 

 ０  ～ １０ ｋΩ 

 ０  ～ １ ｋΩ 

 ０  ～ ５５０ Ω 

出 力 範 囲  負 荷 抵 抗  

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ その他の出力 

リミッタ設定値（％） 

１１０ 

１００ 

８０ 

７０ 

その他 

リミッタなし 

上限設定 

１ 

２ 

３ 

４ 

９ 

０ 
 

１.標準装備しているオミッタ機能が不要の場合は注文時にご指定願います。 注 意  

ＴＸＰ－□ 

ＴＸＰ－□Ｄ 

交流電圧 

電圧パルス 

接点信号（ＯＮ－ＯＦＦパルス） 

回転数センサ（ＴＮ－１） 

 

０ ～ ９ Ｈｚ 

０ ～ １２ Ｈｚ 

０ ～ １５ Ｈｚ 

０ ～ １８ Ｈｚ 

０ ～ ２０ Ｈｚ 

入 力 の 種 類  形 名  入力周波数  

１ 

２ 

３ 

４ 

 

９ 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

９ その他の入力種類 その他の入力範囲 

ＴＸＰ－□Ｓ 

ＴＸＰ－□ＤＳ 

回転数検出用発電機（タコゼネ）各種，無接触回転数センサ（ＴＮ－１形，交流電圧出力）など用意しております。 

※特殊仕様については当社係員までご相談ください。 

注 . 交流電圧入力仕様で入力電圧ＡＣ１００Ｖｒｍｓの場合 
注 . 電圧パルス入力仕様で入力電圧１５ＶＰ－Ｐの場合 
注 . 回転数センサ入力仕様で０～３００Ｈｚ　第２出力ＤＣ０～４.５Ｖ　上限リミッタ１０５％の場合 



１４ 

PＸＰ ディストリビュータ 
ＰＸＰ－□ ：絶縁２出力形 
ＰＸＰ－□Ｌ ：絶縁２出力形　リミッタ機能付 
ＰＸＰ－□Ｊ ：絶縁２出力形　高速応答形 
ＰＸＰ－□ＪＬ ：絶縁２出力形　高速応答形，リミッタ機能付 
特　長 

性　能 

注文時指定事項 

結線図 

製作仕様 

・２線式伝送器に電源を供給します。 
・入力－出力間は，絶縁トランスにて絶縁しています。（ＡＣ２０００Ｖ　１分間） 
・第１出力－第２出力間の耐電圧はＡＣ５００Ｖ（５０／６０Ｈｚ）１分間です。 
・電源には，出力電流の過電流防止回路を内蔵しています。 

入　　力 出　　力 補　　助　　電　　源 

４～２０ｍＡ ８種類の出力を標準で用意しております 

電圧出力は最大１０Ｖ（６００Ω～∞） 
電流出力は最大２０ｍＡ（０～５５０Ω） 
　　　　　　　　まで製作可能です 

ＤＣ  ２４Ｖ 

ＡＣ １００／１１０Ｖ 

ＡＣ ２００／２２０Ｖ 

ＤＣ １００／１１０Ｖ 

 約 ４.０ W （ＤＣ ２４V １６７ｍＡ） 

５０／６０Hz 約 ８.０ VA （ＡＣ １１０V ７２ｍＡ） 

５０／６０Hz 約 ８.０ VA （AC ２２０V ３７ｍＡ） 

 約 ４.０ W （DC １１０V ３７ｍＡ） 

＋３０％ 
－２０％ 

＋１５％ 
－１５％ 

＋１５％ 
－１５％ 

＋３０％ 
－２０％ 

を用意しております 

補 助 電 源 種 類  

ＤＣ ２４Ｖ 

ＡＣ １００Ｖ／１１０Ｖ ５０／６０Ｈｚ 

ＡＣ ２００Ｖ／２２０Ｖ ５０／６０Ｈｚ 

ＤＣ １００Ｖ／１１０Ｖ 

ＤＣ ０ ～ １００ ｍＶ 

 ０ ～ １ Ｖ 

 ０ ～ ５ Ｖ 

 ０ ～ １０ Ｖ 

 １ ～ ５ Ｖ 

 ０ ～ １ ｍＡ 

 ０ ～ １０ ｍＡ 

 ４ ～ ２０ ｍＡ 

 ６００ Ω ～ ∞ 

 ６００ Ω ～ ∞ 

 ６００ Ω ～ ∞ 

 ６００ Ω ～ ∞ 

 ６００ Ω ～ ∞ 

 ０  ～ １０ ｋΩ 

 ０  ～ １ ｋΩ 

 ０  ～ ５５０ Ω 

１ 

２ 

３ 

５ 

■ご注文の例 
　①ＰＸＰ－１Ｊ－４４ 
　②ＰＸＰ－２ＪＬ－８９－９８ 
　　　　第２出力ＤＣ０～２Ｖ　上限リミッタ１０５％ 

※特殊仕様については当社係員までご相談ください。 

出 力 範 囲  負 荷 抵 抗  

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ その他の出力 

（１） 供　給　電　圧 ＤＣ２４Ｖ 
（２） 供給電圧の精度 ＤＣ２１～２７Ｖ─周囲温度２３℃ 
  ─出力ＤＣ０～２０ｍＡの範囲で 
（３） 短　絡　電　流 約２５ｍＡ 
（４） 入　力　信　号 ＤＣ４～２０ｍＡ（入力抵抗２５０Ω） 
（５） 許　　容　　差 出力のスパンの±０.２５％─周囲温度２３℃ 
（６） 温 度 の 影 響 出力のスパンの０.２５％以下 
（７） 補助電源電圧の影響 出力のスパンの±０.１％以下 
  ─補助電源電圧±１０％変化での値 
（８） 出力負荷の影響 出力のスパンの±０.１％以下─負荷抵抗範囲内で 
（９） 出力のリップル 出力のスパンの０.５％Ｐ－Ｐ以下 
（１０） 応　答　時　間 ＰＸＰ－□：０.５秒以下 
  ─最終定常値の±１％に収まるまでの時間 
  ＰＸＰ－□Ｊ：２５ｍｓｅｃ．以下 
  ─最終定常値の９０％に達するまでの時間 
（１１） 耐　　電　　圧 ＡＣ２０００Ｖ，１分間─入力，出力，補助電源，外箱の各相互間 
  ＡＣ５００Ｖ，１分間─第１出力，第２出力間 
（１２） 絶　縁　抵　抗 １００ＭΩ以上（ＤＣ５００Ｖ）─入力，出力，補助電源，外箱の各相互間 
    ─第１出力，第２出力間 
（１３） リミッタの設定精度 上限設定：入力のスパンに対して＋０.５％以下 
  下限設定：入力のスパンに対して－０.５％以下 
（１４） リミッタの設定範囲 上限設定：入力のスパンに対して　７０～１１０％（工場設定） 
  下限設定：入力のスパンに対して－１０～ ３０％（工場設定） 
（１５） 質　　　　　　量 約２５０ｇ，（ソケット　約７５ｇ） 

消費電流：２出力共２０ｍＡ（負荷５５０Ω）での値 

ＰＸＰ－□ 
ＰＸＰ－□Ｌ 
ＰＸＰ－□Ｊ 
ＰＸＰ－□ＪＬ 

１. 形名と補助電源 ２. 第１出力　　　第２出力 ４. リミッタ設定値　上限設定　下限設定 

－□　　　　　□ －□ □ 

の順でご指定ください。 
　　□には下記の数字が入ります。 

リミッタ設定値（％） 

１１０ 

１００ 

８０ 

７０ 

その他 

リミッタなし 

３０ 

２０ 

０ 

－１０ 

上限設定 

下限設定 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

０ 

 

8

9 3
10 11 1 2

7 6 5
4

＋ － 

LOAD 
OUTPUT2

＋ － 

LOAD 
OUTPUT1

SOURCE

（－） （＋） 

－ ＋ 

－ ＋ 
１ 
２ 
３ 
４ 
５ 
６ 
７ 
８ 
９ 
１０ 
１１ 

第１出力　＋ 
第１出力　－ 
 
 
伝送器（＋） 
伝送器（－） 
電源（＋） 
電源（－） 
接地 
第２出力　＋ 
第２出力　－ 

２線式伝送器 



1５ 

ＲＢＸＰ パルスアイソレータ 
ＲＢＸＰ－□ ：絶縁２出力形 
ＲＢＸＰ－□Ｒ ：絶縁２出力形　反転出力仕様 
ＲＢＸＰ－□Ｄ ：絶縁２出力形　センサ用電源付 
ＲＢＸＰ－□ＲＤ ：絶縁２出力形　反転出力仕様　センサ用電源付 
特　長 

性　能 

注文時指定事項 

結線図 

製作仕様 

・パルス列信号を波形整形し，絶縁して伝送しやすいパルス信号として出力します。 
・入力─出力間は，フォトカプラまたは，ＳＳＲにて絶縁しています。（ＡＣ２０００Ｖ　１分間） 
・分周機能を内蔵可能。 

出　　力 補　　助　　電　　源 

電圧パルス出力（５Ｖまたは１２Ｖ：要指定） 
電圧パルス出力（零クロス形） 
オープンドレイン出力 
コンプリメンタリ出力（５Ｖまたは１２Ｖ：要指定） 
　　　　　　　　　　　などが製作可能です。 

ＤＣ  ２４Ｖ 
ＡＣ １００／１１０Ｖ 
ＡＣ ２００／２２０Ｖ 
ＤＣ １００／１１０Ｖ 

 約 ４.０ W （ＤＣ ２４V １６６ｍＡ） 
５０／６０Hz 約 ８.０ VA （ＡＣ １１０V ７２ｍＡ） 
５０／６０Hz 約 １０.０ VA （AC ２２０V ４５ｍＡ） 
 約 ４.０ W （DC 110V ３６ｍＡ） 

＋３０％ 
－２０％ 
＋１５％ 
－１５％ 
＋１５％ 
－１５％ 
＋３０％ 
－２０％ 

を用意しております 

入出力標準仕様ご注文時の指定事項は下記の表をご覧ください。 

補 助 電 源 種 類  
ＤＣ ２４Ｖ 
ＡＣ １００Ｖ／１１０Ｖ ５０／６０Ｈｚ 
ＡＣ ２００Ｖ／２２０Ｖ ５０／６０Ｈｚ 
ＤＣ １００Ｖ／１１０Ｖ 

電圧パルス出力 
零クロス形 

無接点ＡＣスイッチ用出力 

電圧パルス出力 
　（コンプリメンタリ出力） 

オ－プンドレイン出力 

Ｈレベル １２Ｖ Ｌレベル ０.４Ｖ以下 出力電流 ２ｍＡ以下 
Ｈレベル ５Ｖ Ｌレベル ０.４Ｖ以下 出力電流 ２ｍＡ以下 
Ｈレベル ＋９Ｖ Ｌレベル ０Ｖ以下 出力電流 ２ｍＡ以下 
５０Ｖ　２００ｍＡ以下 
Ｈレベル １２Ｖ Ｌレベル ０.４Ｖ以下 出力電流 １５ｍＡ以下 
Ｈレベル ５Ｖ Ｌレベル ０.４Ｖ以下 出力電流 １５ｍＡ以下 
ＳＳＲ（零クロス）７５～２５０Ｖ　５００ｍＡ以下（２０Ｈｚ以下） 
注. スナバ回路は内蔵されています。 

１ 
２ 
３ 
５ 

位相の仕様 
非反転出力 
反転出力 

ナシ 
Ｒ 

センサ用電源 
センサ用電源なし 
センサ用電源付き 

ＯＮ－ＯＦＦパルス信号（半導体スイッチ，無電圧接点） 
 ＯＦＦ時１２Ｖ，　ＯＮ時１ｍＡ 

電圧パルス信号 Ｈレベル ２Ｖ以上　５０Ｖ以下 
 Ｌレベル １.５Ｖ以下 

電磁ピックアップ信号 ０.１５～３０ＶＰ－Ｐ（ＡＣ） 
 正弦波 

ナシ 
Ｄ 

■ご注文の例 
　①ＲＢＸＰ－１－２－１４－５０Ｖ 
　②ＲＢＸＰ－２Ｄ－１－５７－分周－１２Ｖ 
※特殊仕様については当社係員までご相談ください。 

第１出力，第２出力  
１ 
２ 
３ 
４ 
５ 
６ 

７ 

入 　 力 　 形 　 式  

１ 

２ 

３ 

の順でご指定ください。 
　　□には下記の数字が入ります。 

分周機能  
分周機能なし 
分周機能付き 
１／２～１／１０分周 
要指定 

なし 

分周 

入力電圧  
電磁ピックアップ信号 
ＯＮ－ＯＦＦパルス信号 ５Ｖパルス 
ＯＮ－ＯＦＦパルス信号 １２Ｖパルス 
電圧パルス　２Ｖ～５０Ｖ 

なし 
５Ｖ 
１２Ｖ 
□□Ｖ 

 

（１） 入力周波数範囲 ０～１００ｋＨｚ 
（２） 入　力　波　形 方形波，正弦波 
（３） セン サ 用 電 源 ＤＣ１２Ｖ±１Ｖ，２０ｍＡｍａｘ. 
（４） 分　周　機　能 １／２～１／１０分周 
  入力１０％～９０％にてデューティ５０％±５％ 
  　　　　（周囲温度２３℃） 
（５） 遅　延　時　間 １００ｋＨｚ入力にて１μｓｅｃ.以下 
  　　（分周機能付きは除く） 
（６） 耐　　電　　圧 ＡＣ２０００Ｖ，１分間 
  ─入力，出力，補助電源，外箱の各相互
間 
  ＡＣ５００Ｖ，１分間 
  ─第１出力，第２出力間 
（７） 絶　縁　抵　抗 １００ＭΩ以上（ＤＣ５００Ｖ） 
  ─入力，出力，補助電源，外箱の各相互
間 

（８） 質　　　　　　量 約２５０ｇ，（ソケット　約８０ｇ 
（９） 出力周波数範囲 ０～１００ｋＨｚ 

入　　力 

ＯＮ－ＯＦＦパルス信号 
（半導体スイッチ，無電圧接点） 
電圧パルス信号 
電磁ピックアップ信号 
　　　　　　などが製作可能です。 

8

9 3
10 11 1 2

7 6 5
4

＋ － 

LOAD 
OUTPUT2

＋ － 

LOAD 
OUTPUT1

9 3
10 11 1 2
＋ － 

LOAD 
OUTPUT2

＋ － 

LOAD 
OUTPUT1

SOURCE

INPUT

（－） （＋） （－） （＋） 

8 7 6 5
4

INPUT

（－） （＋） 

１ 
２ 
３ 
４ 
５ 
６ 
７ 
８ 
９ 
１０ 
１１ 

第１出力　＋ 
第１出力　－ 
 
 
入力　＋ 
入力　－ 
電源（＋） 
電源（－） 
接地 
第２出力　＋ 
第２出力　－ 

8 7 6 5
4

回転数センサ 

＋１２Ｖ 
２０ｍＡ ＭＡＸ 

入力部結線図 

出力部結線図 

センサ用電源 
なし 

センサ用電源 
使用時 

電圧パルス出力 

9 3
10 11 1 2
＋ － 

LOAD 
OUTPUT2

Ｅ Ｅ 
＋ － 

LOAD 
OUTPUT1

オープンドレイン 
出力 

電圧パルス出力 
（コンプリメンタリ出力） 

無接点ＡＣスイッチ用 
（ＳＳＲ出力） 

9 3
10 11 1 2
＋ － 

LOAD 
OUTPUT2

＋ － 

LOAD 
OUTPUT1

9 3
10 11 1 2
＋ － 

LOAD 
OUTPUT2

＋ － 

LOAD 
OUTPUT1

負荷 
電源 

スナバ回路は内蔵されています。 

ＲＢＸＰ－□ 
ＲＢＸＰ－□Ｒ 
ＲＢＸＰ－□Ｄ 
ＲＢＸＰ－□ＲＤ 

１. 形名と補助電源 ２. 入力形式 ３. 第１出力　第２出力 位相の仕様 センサ用の電源の有無 

□ □ －□ －□ －□ □ 

４. 分周機能 

－□ 

５. 入力電圧 

注. ５０Ｖは電圧パルス信号　Ｈレベル５０Ｖの意 
１／５分周 



１６ 

本体・付属品 

外箱・付属品の材質 

外形図 

ケース：ガラス繊維強化ポリカーボネイト樹脂，黒色 
端子部：ポリカーボネイト樹脂，黒色 
ソケット：ガラス繊維強化ノリル樹脂，黒色 

質　量 
本　　　体：約２５０ｇ・ソケット：約８０ｇ 
ＺＸＰ－□：約２０ｇ 

付属品・他 

種　類 

外形図 

付　属　品：ソケット（形名１１ＰＦＡ，オムロン製） 
試験成績書：発注時に御要望があれば，製品に添付

して出荷します。 
（製品出荷後の御要求には応じられませんので御承
知ください。） 

取扱説明書：弊社営業部員にご請求ください。 
 
 

取付寸法図 

78

50
１１０ 

１００ １０ 

第２出力調整器 

第１出力調整器 

４０ ±０.２ 

4

39

7

11 1

8

端子ネジＭ3.5

２-φ４.５ 穴 

３３ 

４ ４ ５ 
５０ 

８０
 

４
 

１３４ ＭＡＸ.

５２以上 

４０ ４０ ４０ 

５２以上 

Ｍ４ネジまたはφ４.８穴 

密着取付可能 

ＸＰシリーズ本体 

ソケット ソケットに本体を取付けた状態 

ＺＸＰ－□ 

ＸＰシリーズ信号変換器と組合わせて 
使用する専用の付属品です。 

付属品 

本　体 

形　名 形　名 備　　　考 

ＺＸＰ－Ａ ＪＸＰ用 基準接点補償ユニット 

種　類 

ＺＸＰ－□ 

ＸＰシリーズ信号変換器と組合わせて 
使用する専用の別売品です。 

別売品 

形　名 形　名 備　　　考 

ＺＸＰ－Ｂ 
ＡＸＰ用 
プロテクタ 
（定格５Ａ） 

ＺＸＰ－Ｄ 
ＤＸＰ用 
プロテクタ 
電流入力用 

２５ 

８ 

２４
 

４１
.５
 

１０.５ 

１２
 

１７ 
Ｍ３.５ネジ 

端子カバー 

Ｎ．　Ｐ． 

２－φ４.０穴 

取付状態 

ソケットから本体を抜いた時，入力回路がオープンに
なるのを防ぐためのダイオードユニットです。 
必要に応じて御使用ください。 

ソケットから本体を抜いた時，入力回路がオープンに
なるのを防ぐためのダイオードユニットです。 
必要に応じて御使用ください。 

（単位：ｍｍ） 

（単位：ｍｍ） 



１７ 

取扱い上の注意 

１－１　使用温度範囲　－１０℃～＋５５℃ 

１－２　保存温度範囲　－３０℃～＋７０℃ 

１－３　相対湿度　　　８５％以下 
周囲温度は製品の寿命に直接影響します。できるだけ高温，高
湿，急激な変化等を避けるように配慮してください。 

１－４　振動，衝撃 
使用状態での連続的な振動，衝撃は避けてください。振動，衝
撃の耐量として，下記条件で試験して異常のないことを確認し
ておりますので，輸送時などの目安としてください。 

 振動 振動数１６.７Hz 複振幅４ｍｍの振動をＸ，Ｙ，Ｚ方向 
  各１時間　計３時間 

 衝撃 ４９０ｍ／ｓ２の衝撃をＸ，Ｙ，Ｚ各正逆方向 
  各３回　計１８回 
 （日本工業規格　ＪＩＳ Ｃ １１１１ ＡＣ－ＤＣトランスデューサによる） 

１－５　その他 
上記以外の特殊な環境で使用される場合は，あらかじめご相談
ください。 

例１.　硫化水素ガス等の腐食性ガスの発生する場所で使用
される場合。 

　２.　上記振動，衝撃の耐量を超える環境で使用される場

1 使用環境について 

２－１　入力範囲外の条件での動作について 
「入力範囲」の上限を超えた入力信号に対し出力は１２０％までは，
ほぼ直線的に増加します。それ以上の過大入力に対し，出力は
１８Ｖ，５０ｍＡ以上になることはありませんが，機器の破壊，故
障につながる場合がありますので，注意が必要です。（４頁，過
負荷耐量をご参照ください。） 
「入力範囲」の下限を超えた入力信号の時，出力は，マイナス
方向へ直線的に延長した値になります。 
例えば， 
ＤＸＰ－□形で， 入力ＤＣ ０～１Ｖ，出力ＤＣ ４～２０ｍＡ仕様において 
 入力－０.５Ｖ時，出力は－４ｍＡとなります。 
ＶＸＰ－□Ｅ形で， 入力ＡＣ ５０～１５０Ｖ，出力ＤＣ ０～５Ｖ仕様において 
 入力０Ｖ時，出力は－２.５Ｖとなります。 

２－２　負　荷 
負荷抵抗が「負荷抵抗範囲」内であれば，出力は定電圧又は定
電流動作をしますので，負荷抵抗の変化による変動は極めて小
さくなっています。 

2 使用範囲外の条件での動作について 

ＸＰシリーズはつぎの条件で試験して異常のないことを確認し
ております。過大入力に対する強度の目安としてください。 

４－１　入力の過負荷耐量 
（ａ）入力範囲の上限値の１２０％に相当する入力を加えて連続

２時間。 

（ｂ）電圧入力仕様については，入力範囲の上限値の２倍に相
当する入力を１０秒間印加。 

（ｃ）電流入力仕様については，入力範囲の上限値の１０倍に
相当する入力を３秒間，５分間隔で５回印加。 

（ＺＸＰ使用にて） 
入力範囲の上限値の２０倍に相当する入力を０.５秒間印加。 

（ＺＸＰ使用にて） 

４－２　補助電源の過負荷耐量 
定格電圧の１２０％に相当する電圧で連続２時間の動作。 

4 過負荷耐量 

３－１　接地端子（Ｇ端子）について 
基本的には安定動作のため接地をお勧めします。但し，非接地で
も特に問題ないことが多いようです。接地端子は，スイッチング
電源の入力高耐圧ノイズフィルタコンデンサ２個の中点に接続し
てあります。 

３－２　配　線 
入力及び出力の配線は，電源線からできるだけ離して配置する
ことがノイズの面から有利です。 
使用環境に応じてツイスト・ペア線（電磁誘導に対し平衡度高
くコモンモードノイズ除去に有利）シールド線（静電誘導遮断効
果多い）を使用してください。 

３－３　 
近年機器の高速化，高周波化に伴い，ノイズによるトラブルが
多くなっております。使用環境に応じて入力側，電源側にノイズ
フィルタを接地するように配慮してください。 

３－４　 
センサの出力信号など，低い電圧の入力側配線や，出力側の
配線には，シールド線を御使用ください。 

３－５　 
入力回路，出力回路はできるだけＸＰシリーズ側，又は相手方
機器側のどちらか一方で，接地又は特定の電圧レベルに固定し
て使用してください。フローティング状態ですと，ノイズの影響
を受けやすい場合があります。 

3 結　線 

電圧出力　負荷抵抗が「負荷抵抗範囲」より小さな値に
なると，出力は飽和し，誤差は大きくなります。 

 
電流出力　「負荷抵抗」には接続するケーブルの導線抵

抗を含めて考えてください。負荷抵抗が，「負
荷抵抗範囲」より大きな値になると，出力端
子間の電圧が約１２Ｖまでは正常な出力電流
が流れますが，それ以上では，飽和して誤差
が大きくなります。 

電圧出力，電流出力にかかわりなく，出力を短絡又は開放して
も機器に悪影響を与えることはありません。電圧出力を短絡し
た場合は，最大５０ｍＡ程度の電流が出力端子間に流れます。ま
た，電流出力を開放した場合，最大１８Ｖ程度の電圧が出力端
子間に生じます。 

センサ □ＸＰ－□ 負荷 

センサ □ＸＰ－□ 負荷 

７ 

（Ｇ）９ 

８ 

イ
ン
バ
ー
タ 



１８ 

５－１　絶縁抵抗，耐電圧 
機種毎の仕様をご覧ください。尚，試験の際は，入力，出力，
補助電源の各端子は，それぞれに短絡したうえで実施してくだ
さい。耐電圧試験機の電流設定は約５ｍＡ（１台当たり）としてく
ださい。 
試験電圧を印加する場合は，零から一様な割合（電圧計で読み
取りのできる早さで規定の試験電圧まで上昇させて１分間保持
してください。下降する場合も瞬断させず，徐々に試験電圧を
下げてください。（ＪＩＳ Ｃ ０７０４引用） 
耐電圧の試験時間は１分間と定めております。使用状態で常時
回路電圧が加わる場合は，回路電圧の最大値＜（耐電圧の試
験電圧－１０００Ｖ）÷２を目安として，余裕のある設計にしてくだ
さい。 

５－２　インパルス耐電圧（ＡＸＰ－□Ｅ，ＶＸＰ－□Ｅ，ＤＸＰ－□のみ） 
標準雷インパルス電圧（１.２×５０）μＳ，５ｋＶを電気回路と接地
端子及び外箱の間，入力端子と出力端子の間にそれぞれ正逆３

5 絶縁抵抗，耐電圧等 

７－１　 
特に定期的な保守，点検を必要とするところはありません。 

７－２　 
表面パネルに第１出力，第２出力それぞれ独立した「ＳＰＡＮ」「Ｚ
ＥＲＯ」の調整器を備えています。 
 「SPAN」は出力スパンの約 １０％ 
 「ZERO」は出力スパンの約 ５％ 
の範囲で調整が可能です。 
製品は出荷時に調整しておりますが， 再調整の必要なときは，
入力信号及び出力信号の測定可能な標準計器を用意した上で
以下の手順で調整してください。 

①入力，出力に標準計器を接続し，補助電源を加えて１５分以上，
ウォーミング・アップします。 

②入力に入力範囲の下限に相当する信号を加え，対応する出
力になるように「ZERO」を操作します。 

③入力に入力範囲の上限に相当する信号を加え，対応する出
力になるように「SPAN」を操作します。 

④②，③を繰り返して， 完全に調整できたことを確認します。 

⑤入力範囲の各点で入出力特性を確認します。 

以上で調整は終了です。 

７－３ 
製品が正常な動作をしない場合は，以下を確認の上，当社ま
で御一報ください。 

①補助電源の電源は定格範囲ですか？ 
─電圧計で測ってください。 

②入力信号の極性は合っていますか？ 
　異常なノイズが混入していませんか？ 

─オシロスコープで観測してください。 

③負荷抵抗は許容範囲内ですか？ 
　負荷側に接続される機器に異常はありませんか？ 
 
ご連絡の際は，動作異常の状況とともに，形名，入力，出力，
製造番号をお伝えください。 

7 保守，校正 

６－１　 
ＸＰシリーズを，ソケットから外すとき，また取り付ける時は必
ず電源，入力信号を遮断してから作業してください。通電した
ままの作業は危険が伴い，故障の原因ともなります。 

６－２　 
電流入力のＸＰシリーズを，ソケットから外す場合は，電流回路
がオープンになりますので特に危険です。 
交流電流をＣＴとＡＸＰ－□Ｅを組み合わせて計測する場合，ソ
ケットからＡＸＰ－□Ｅをとり外した状態で通電するとＣＴの２次
側に高電圧が発生し事故の原因となりますので，十分に注意し
てください。対策として「ＡＸＰ用プロテクタ」（ＺＸＰ－Ｂ）を別
売品として用意しております。（１６頁参照） 

６－３　 
電力回路，高圧回路の直流電流の計測では分流器（シャント）
と直流電圧入力のＤＸＰ－□を組み合わせてください。分流器
は回路の接地レベルに近い位置に入れてください。分流器を使
用しないで，直流電流入力のＤＸＰ－□を使用する場合はソケッ
トからＤＸＰ－□を外した状態で通電すると，ソケットに高電圧
が印加される場合がありますので，十分注意してください。 
対策として「ＤＸＰ用プロテクタ」（ＺＸＰ－Ｄ）を別売品と用意
しております。（１６頁参照） 

6 安全上の注意 

負
荷 

４ 
＋ 

－ 

＋ 

－ 

５ 

ＤＸＰ－□ 

負
荷 

４ 

５ 

ＤＸＰ－□ 

ＣＴ ４ 

５ 

ＡＸＰ－□ 

ＺＸＰ－Ｂ 
ＡＸＰ用プロテクタ 

ＺＸＰ－Ｄ 
ＤＸＰ用プロテクタ 

分流器 
（シャント） 



１９ 

解　　説 

【性能の表し方】 
ＸＰシリーズの性能の表し方，試験の方法は「日本工業規格
ＪＩＳ Ｃ １１１１ ＡＣ－ＤＣトランスデューサ」に準じて，決めていま
す。 

１.試験の条件 
ＸＰシリーズの試験は原則として下記の標準の環境で実施します。
実際の動作環境と，この標準の環境との違いによって生じる変
動は，別に影響として規定します。 

周囲温度 ２３℃ 
補助電源 定格電圧，定格周波数 
出力の負荷 負荷抵抗範囲内の抵抗 
ウォーミング・アップ時間　　１５分以上 

２.許容差 
ＸＰシリーズを標準の環境で動作させた時の，出力の百分率誤
差の限度を許容差と呼びます。百分率誤差は誤差を出力のス
パンに対する百分率で表したものです。 

 誤差＝（ＸＰシリーズの実際の出力値）－（設計上の出力値） 
 百分率誤差＝（誤差）÷（出力のスパン）×１００％ 
 出力のスパン＝（出力範囲の上限値）－（出力範囲の下限値） 
（例）出力ＤＣ４～２０ｍＡの出力のスパンは１６ｍＡになります。 

３.影　響 
標準の環境から，条件の一つだけを変化させたときに生じる出
力信号の変動を影響と呼びます。（例えば，温度の影響，補助
電源電圧の影響など）影響の限度は，出力のスパンの百分率
で表して，各機種ごとの性能欄に示しています。 
（注）実際の使用状態で考えられる最大の誤差は，許容差と使
用環境による影響とを加算した数値となります。 

４.出力のリップル 
入力が定常状態の時，出力に含まれる交流成分をリップルと呼
びます。リップルは出力の交流成分のピーク・ピーク値と，出力
のスパンとの比で表します。 

５.応答時間 
入力信号がステップ状に変化したときから，出力が最終定常値
を中心とする特定の範囲に収まるまでの時間を応答時間といい
ます。 
ＸＰシリーズ応答時間は，出力が０から９０％に変化するようなス
テップ入力を加えて，最終定常値の±１％に収まるまでの時間
で表しています。 

【動作に関する用語】 

実効値演算方式（ＡＸＰ－□Ｅ，ＶＸＰ－□Ｅ） 
交流信号の実効値（ＲＭＳ値）に比例した直流信号を得る検出
方式。ＸＰシリーズの「実効値演算方式」では，アナログ演算回
路により，入力信号が正弦波でない場合も実効値に対応した出
力が得られます。 
（例）入力信号が基本波の１５％の第３調波を含む歪波形の場合，
平均値整流方式では最大５％程度の波形の影響による誤差を生
じますが，ＡＸＰ－□Ｅ，ＶＸＰ－□Ｅ（実効値演算方式）では，
同じ波形によって生じる誤差は０.５％以下です。 

【温度変換器の機能に関する用語】 

１.アイソレーション 
温度センサ（熱電対，測温抵抗体）を用いた温度測定では，入
力信号は微小信号であり，外部からの誘導雑音を受け易い状況
が予想されます。このため，入力─出力間を絶縁（アイソレー
ション）して，入力回路を外部の電位から切り離すことにより， 
コモンモード雑音に対して正確，安定な計測を確保する一般的
な方法です。 

２.リニアライザ 
一般に温度センサの信号は測定温度に対して直接関係ではあり
ません。温度の計測や，制御の際には温度変換器の出力と測
定温度の関係は直線（リニア）であると取扱いが便利です。リ
ニアライザは温度センサの非直線性を補正し直線化（リニアラ
イズ）した出力にします。 

３.バーンアウト 
温度センサを使用した温度の制御システムでは，温度センサが
故障するとシステムの制御ができなくなりシステム全体が暴走
する危険があります。 
バーンアウト回路は，温度センサの断線事故のとき変換器の出
力信号を出力最大値以上（上方振り切れの場合）として暴走を
防ぎ，断線事故を知らせるものです。 
尚，断線時に出力最小値以下の出力とする（下方振り切れ）場
合もあります。 

４.基準接点補償（冷接点補償）─ＪＸＰ－□シリーズ 
熱電対は測温接点と基準接点の温度差に対応した起電力を発
生します。基準接点は変換器の入力端になりますので， 変換
器の周囲温度が変化すると，ＪＩＳで規定されている熱起電力分
布（基準温度は０℃）から変移することになります。基準接点補
償機能は，変換器入力端の温度を検知して熱起電力を補正し，
正しく測温接点の温度に対応する出力を得られるようにする機
能です。 



安全上のご注意 

●本製品の取扱いは，製品を正しくご使用いただくため，十分
な知識と技能を有する人が行ってください。 

●結線は結線図を十分に確認のうえ，誤接続のないように接続
してください。 
ネジは確実に締めてください。ネジの緩みは，発熱，焼損の
原因になります。 
接続後，端子カバーを装着してください。 

●定格を超えた仕様で使用しないでください。故障，事故の原
因になります。 

●充電部には触れないでください。保守，点検時には必ず回路
を断路してください。 

名古屋営業所 〒460-0003 名古屋市中区錦1丁目7番32号　名古屋ＳＩビル6F 
TEL 052（219）7780　FAX 052（219）7781

東京営業所  〒223-0058 横浜市港北区新吉田東8丁目47番27号 

本 社  〒533-0021 大阪市東淀川区下新庄3丁目10番17号 
営 業 部  TEL 06（6329）2441　FAX 06（6328）4112

TEL 045（542）8201～3　FAX 045（541）3989

ホームページ http://www.toyokeiki.co.jp/

ISO 9001 登録  NO JSAQ 1492

～ 環境問題への取り組み ～ 
当社では、製品への有害物質使用の廃止に積極的に取り組んで
います。 
RoHS指令で規制されている有害６物質の全廃を目標に、主要
な製品での対応を完了しています。 
個々の製品の対応状況については、お問合せ下さい。 
なお、RoHS指令適合製品には、“Ro”マークのラベルを貼って
区別しております。 

2008.6.1000D○ 
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